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製品についての注意事項 

このユーザーガイドでは、ほとんどのモデ 
ルに共通の機能について説明します。一部 
の機能は、このコンピューターでは使用で 
きない場合があります。 


製品番号： 597857 -291 



安全に関するご注意 


a 警告！ ユーザーが火傷をしたり、コンピューターが過熱状態になったりするおそれがあ y ますの 
で、ひざの上に直接コンピューターを置いて使用したり、コンピューターの通気孔をふさいだりしな 
いでください。コンピューターは、机のようなしっかりとした水平なところに設置してください。通 
気を妨げるおそれがありますので、隣にプリンターなどの表面の硬いものを設置したり、枕や毛布、 
または衣類などの表面が柔らかいものを敷いたりしないでください。また、 AC アダプターを肌に触 
れる位置に置いたり、枕や毛布、または衣類などの表面が柔らかいものの上に置いたりしないでくだ 
さい。お使いのコンピューターおよび AC アダプターは、 International Standard for Safety of 
Information Technology Equipment (IEC 60950) で定められた、ユーザーが触れる表面の温度に関 
する規格に準拠しています。 
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機能 


ハー ドウ I アの確認 

コンピューターに取り付けられているハードウヱアの _ 覧を参照するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コントロールパネル]4[システムとセキュリティ]の順に選択します。 

2. [システム]領域の[デバイスマネージャー]をクリックします。 

[デバイス マネージャー] を使用して、 ハー ドウエアの追加またはデバイス設定の変更を行います。 

聲 注記： V \/ i ^ ows ^ [こは、コン"^ —ターのセキュリティを高めるためのューザーアカウント制御機 

能が含まれています。アプリケーションのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変 
更などを行うときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しくは、[ヘル 
プとサボート]を參照してください。 


ハードウヱアの確認 1 





各部の名称 

表面の各部 

タツチパッド 



名称 

機能 

タッチパッド 

ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブにし 
たりします 


ポインティングデバイスの設定を表示したり変更したりするには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[デバイスとプリンター]の順に選択します。 

2. コンピュ _ 夕一を表すデバイスを右クリックします。 

3. [マウス設定]を選択します。 
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タツチパッドボタン 



項目 

説明 

機能 

• 

タッチパッドオン/オフボタン 

タッチパッドをオンまたはオフにします。このボ 
タンを2秒間押したままにすると、タッチパッド 
がオンまたはオフになります 

2 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

3 

右のタッチパッドボタン 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 


ポインティングデバイスの設定を表示したり変更したりするには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[デバイスとプリンタ _] の順に選択します。 

2. コンピュータ _ を表すデバイスを右クリックします。 

3. [マウス設定]を選択します。 
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ランプ 



0 Q 


項目 

説明 

機能 

1 

Caps Lock ランプ 

点灯： Caps Lock がオンの状態です 

2 

電源ランプ 

• 点灯：コンピューターの電源がオンになっています 

• 点滅：コンピューターがスリープ状態になっています 

• 消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイ 
バネーシヨン状態になっています 

3 

ミュート（消音）ランプ 

オレンジ色：コンピューターのサウンドがオフになっています 

4 

無線ランプ 

• 白色：無線 LAN デバイスや Bluetooth® デバイスなどの内蔵 
無線デバイスが検出されています 

• オレンジ色：無線デバイスが検出されていません 

5 

タッチパッドランプ 

オレンジ色：タツチパツドが無効になっています 

6 

指紋認証システムランプ 

• 白色：指紋が読み取られました 

• オレンジ色：指紋が読み取られませんでした 


4 第1章 


機能 




















項目 説明 


機能 


1 電源ボタン 電源ボタンは、以下の場合に押します 

• コンピューターの電源を入れる 

• スリープを開始する 

• スリープを終了する 

• ハイパネーシヨンを終了する 

コンピューターが応答せず、 Windows のシャツトダウン手順を実 
行できないときは、電源ボタンを5秒程度押したままにすると、 
コンピューターの電源が切れます 

電源設定について詳しくは、[スタート]—[コントロールパネ 
ル]—[システムとセキュリティ]—[電源オプション]の順に選択 
します 


2 指紋認証システム（一部のモデルのみ） パスワードの代わりに指紋認証を使用して Windows にログオン 

できます 


この表では初期設定の状態について説明しています。初期設定値の変更については、[ヘルプとサボー 
卜]を参照してください。 
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キー 




〇 

〇 




項目 

説明 

機能 

1 

esc 牛一 

esc キーと fn キーを同時に押すことによって、システム情報を表 
示します 

2 

fn キー 

fn キーとファンクションキーまたは esc キーを同時に押して、 
頻繁に使用するシステムの機能を実行します 

3 

Windows ロゴキー 

Windows の[スタート]メニューを表示します 

4 

Windows アプリケーションキー 

力ーソルを置いた項目のショートカットメニューを表示します 

5 

内蔵テンキ_ 

外付けテンキーと同じように機能します。上の図は英語版のキー 
配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テン 
キーの位置は同じです 

6 

フアンクションキー 

ファンクションキーと fn キーを同時に押すことによって、頻繁 
に使用するシステムの機能を実行します 


前面の各部 



説明 

機能 

スピーカー 

サウンドを出力します 
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右側面の各部 



(§)@ © (D 


項目 

説明 

機能 

1 

電源ランプ 

• 点灯：コンピューターの電源がオンになっています 

• 点滅：コンピューターがスリープ状態になっています 

• 消灯：コンピューターの電源がオフになっているか、ハイバ 
ネーシヨン状態になっています 

2 

ハードドライブランプ 

• 白色：ハードドライブが動作しています 

• オレンジ色：ハードドライブが停止しています 

3 

USB コネクタ 02) 

別売の USB デバイスを接続します 

4 

オプティカルドライブランプ 

点滅：オプティカルドライブにアクセスしています 

5 

オプティカルドライブ 

オプティカルディスクの読み取りを行います。一部のモデルで 
はオプティカルディスクへの書き込みも行います 

6 

AC アダプターランプ 

• 点灯：コンピューターは外部電源に接続されています 

• 消灯：コンピューターは外部電源に接続されていません 

7 

電源コネクタ 

AC アダプターを接続します 

8 

セキュリティロックケーブル用スロット 

別売のセキュリティロックケーブルを接続します。セキュリ 
ティロックケーブルに抑止効果はありますが、コンピューター 
の盗難や誤った取り扱いを完全に防ぐものではありません 
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左側面の各部 
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〇 9 
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項目 

説明 

機能 

1 

通気孔(><2) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 
す 

注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行って 
いるときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 

2 

外付けモニターコネクタ 

外付け VGA モニターまたはプロジェクターを接続します 

3 

RJ-45 (ネットワーク）コネクタ 

ネットワークケーブルを接続します 

4 

HDMI コネクタ 

HD 対応テレビなどの別売のビデオデバイスやオーディオデバ 
イス、または対応するデジタルコンポーネントやオーディオコ 
ンポーネントを接続します 

5 

eSATA/USB コネクタ（一部のモデルのみ） 

eSATA 外付けハードドライブなどの別売の高性能な eSATA コン 
ポーネント、または別売の USB デバイスを接続します 

注記： コンピューターのモデルによっては、 USB コネクタのみ 
が搭載されている場合があります 

6 

USB コネクタ 

別売の USB デバイスを接続します 

7 

オーディオ入力（マイク）コネクタ 

別売のコンピューター用へ ッ ド セッ トのマイク、ステレオアレ 
イマイク、モノラルマイクを接続します 

8 

オーディオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 
ン、ヘッドセット、またはテレビオーディオを接続したとき 
に、サウンドを出力します 

9 

SD 力ー ド リーダー 

リーダーに揷入された SD 力ードを読み取ります 
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裏面の各部 
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項目 

説明 

機能 

1 

バッテリベイ 

バッテリが装着されています 

2 

バッ亍リリリースラッチ 

バッテリベイからバッテリを取り外します 

3 

通気孔 (x7) 

コンピューター内部の温度が上がりすぎないように空気を通しま 
す 



注記： 内部コンポーネントを冷却して過熱を防ぐため、コン 
ピューターのファンは自動的に作動します。通常の操作を行って 
いるときに内部ファンが回転したり停止したりしますが、これは 
正常な動作です 

4 

メインハードドライブベイ 

メインハードドライブ、メモリモジュールスロット、および 
無線 LAN モジュールを装着します（一部のモデルのみ） 



注意： システムの応答停止を防ぐために、無線 LAN モジュール 
を取り替える場合は、日本国内の無線デバイスの認定/承認機関で 
使用が認定された無線モジュールを使用してください。モジュー 
ルを交換した後にエラーメッセージが表示される場合は、モ 
ジュールを取り外してコンピューターを元の状態に戻した後で、 
[ヘルプとサボート]からサボート窓口にお問い合わせください 

5 

内蔵サブウーファー 

優れた低音を再生します 


各部の名称 9 








































ディスプレイの各部 



項目 

説明 

機能 

1 

内蔵マイク(><2) 

サウンドを録音します 

2 

Web カメラランプ 

点灯： Web カメラを使用しています 

3 

Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 


無線アンテナ（一部のモデルのみ） 

—部のモデルのコンピューターでは、1台以上の無線デバイスからの信号の送受信に2本以上のアン 
テナ （1 および 2) が使用されます。アンテナはコンピューターの外側からは見えません。 

聲 注記： 転送が最適に否^れるようにする石め、アンテナの周囲 I こは障害物# S かないモくださし、 "7 

お住まいの地域の無線に関する規定情報については、[ヘルプとサボート]の『規定、安全、および環 
境に関するご注意』を參照してください。 
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その他のハ_ドウエアコンポーネント 



項目 

説明 

機能 

1 

電源コード' " 

AC アダプターを電源 コンセン トに接続します 

2 

AC アダプター 

AC 電源を DC 電源に変換します 

3 

パツ亍 1 J * 

コンピューターが外部電源に接続されていないときに電源を供給 
します 
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* バッテリおよび電源コードの外観は国や地域によって異なります。この製品を日本国内で使用する場 
合は、製品に付属の電源コードをお使いください。付属の電源コードは、他の製品では使用できませ 
ん〇 
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ラベル 

コンピューターに貼付されているラベルには、システムの問題を解決したり、コンピューターを日本 
国外で使用したりするときに必要な情報が記載されています。 

• サービスタグ：以下のような重要な情報が記載されています。 

サービスタグラベルは、コンピューターの裏面に貼付されています。これらの情報は、サボー 
卜窓口にお問い合わせをするときに必要です。 
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項目 

説明 

機能 

1 

シリアル番号 (s/n) 

各製品に一意の英数字 ID です 

2 

製品名 

コンピューターの前面に貼付されてい 
る名前です 

3 

保証期間 

このコンピューターの標準保証期間 
(年数）です 


• Microsoft ® Certificate of Authenticity : Windows のプロダクトキー (Product Kev、Product 
ID ) が記載されています。プロダクトキーは、オペレーティングシステムのアップデートや卜 
ラブルシューティングのときに必要になる場合があります。このラベルは、コンピューターの裏 
面に貼付されています。 

• 規定ラベル：コンピューターの規定に関する情報が記載されています。規定ラベルは、バッテ 
リベイ内に貼付されています。 

• モデム認定/認証ラベル：モデムの規定に関する情報と、認定各国または各地域の一部で必要な 
政府機関の認定マークー覧が記載されています。日本国外でモデムを使用するときに、この情報 
が必要になる場合があります。モデム認定/認証ラベルは、コンピューターの裏面に貼付されて 
います。 

• 無線認定/認証ラベル（一部のモデルのみ）：オプションの無線デバイスに関する情報と、認定各 
国または各地域の一部の認定マークが記載されています。オプションのデバイスは、無線口一力 
ルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイスや別売の Bluetooth デバイスなどです。1つ以上 
の無線デバイスを搭載している機種には、1つ以上の認定ラベルが貼付されています。日本国外 
でモデムを使用するときに、この情報が必要になる場合があります。無線認定/認証ラベルはミ 
二力ードコンパートメントの内側に付いています。 

• SIM (Subscriber Identity Module ) ラベル（一部のモデルのみ ）： SIM の ICCID (Integrated 
Circuit Card Identifier ) が記載されています。このラベルは、バッテリベイの中に貼付されて 
います。 

• HP モバイルブロードバンドモジュールシリアル番号ラベル（一部のモデルのみ）： HP モバ 
イルブロードバンドモジュールのシリアル番号が記載されています。このラベルは、バッテ 
リベイの中に貼付されています。 
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無線、口ーカルエリアネットワーク、お 
よびモデム 


無線デバイスの使用 

無線技術では、有線のケーブルの代わりに電波を介してデータを転送します。このコンピューターに 

は、以下の無線デバイスが1つ以上内蔵されている場合があります。 

• 無線口ーカルエリアネットワーク（無線 LAN ) デバイス：会社の事務所、自宅、および公共の 
場所（空港、レストラン、喫茶店、ホテル、大学など）で、コンピューターを無線口ーカルエ 
リアネットワーク（一般に、無線 LAN ネットワーク、無線 LAN 、 WLAN と呼ばれます）に接 
続します。無線 LAN では、各モバイル無線デバイスは無線ルータまたは無線アクセスポイント 
と通信します。 

• Bluetooth デバイス（一部のモデルのみ）：他の Bluetooth 対応デバイス（コンピューター、電話 
機、プリンター、ヘッドセット、スピーカー、カメラなど）に接続するためのパーソナルエリ 
アネットワーク （ PAN ) を確立します。 PAN では、各デバイスが他のデバイスと直接通信する 
ため、デバイス同士が比較的近距離になければなりません（通常は約10 m 以内）。 

無線 LAN デバイスを搭載したコンピューターは、以下の EEE 業界標準のうち1つ以上に対応してい 

ます。 

• 802.1 1 b :最初に普及した規格であり、最大11 Mbps のデータ転送速度をサボートし、 2.4 GHz 
の周波数で動作します。 

• 802.11 g : 最大54 Mbps のデータ転送速度をサボートし、 2.4 GHz の周波数で動作します。 
802.1 1 g の無線 LAN デ/《イスは802.11 b デバイスとの後方互換性があるため、両方を同じネッ 
トワークで使用できます。 

• 802.1 la :最大54 Mbps のデータ転送速度をサボートし、5 GHz の周波数で動作します。 


歐 注記： 802.1 la は802.1 1 b および802.1 1 g との互換性はありません。 


• 802.1 In は最大450 Mbps のデータ速度をサボートし、 2.4 GHz または5 GHz で動作します。 

802.11 a 、 b 、 g との互換性があります。 

無線技術について詳しくは、[ヘルプとサボート]に記載されている情報および Web サイトへのリンク 
を参照して〈ださい。 

無線アイコンとネットワークステータスアイコンの確認 

アイコン 名前 説明 
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(<|)) 

無線（接続済み） 


コンピューターのハードウェアとしての無線ランプおよび無線キー 
の位置を示します。ソフトウェアとしては、コンピューター上の 
[HP Wireless Assistant] ソフトウェアを示し、また1つ以上の無 
線デバイスがオンになっていることを表します 

(せ 

無線（切断済み） 


コンピューター上の [HP Wireless Assistant] ソフトウェアおよびす 
ベての無線デバイスがオフになっていることを示します 


有線ネットワーク 
み） 

(接続済 

1つ以上のネットワークドライバーがインス1'ールされていて、 

1つ以上のネットワークデバイスが有線ネットワークに接続され 
ていることを示します 


有線ネットワーク 
断済み） 

(無効/切 

1つ以上のネットワークドライバーがインストールされている 
が、どのネットワークデバイスも接続されていない（または、す 
ベてのネットワークデバイスが Windows の[コントロールパネ 
ル]で無効になっている）ことを示します 

prtffl 

ネットワーク 

(接続済み） 

1つ以上のネットワークドライバーがインストールされていて、 

1つ以上のネットワークデバイスが無線ネットワークに接続され 
ていることを示します 


ネットワーク 

(切断済み） 

1つ以上のネットワークドライバーがインストールされていて、 
無線接続を使用できるが、どのネットワークデバイスも無線ネッ 
トワークに接続されていないことを示します 


ネットワーク 
み） 

(無効/切断済 

1つ以上のネットワークドライバーがインストールされている 
が、使用できる無線接続がない（または、すべての無線ネットワー 
クデバイスが無線キーまたは [HP Wireless Assistant] によって無 
効になっている）ことを示します 


無線コントロールの使用 

以下の機能を使用して、コンピューターの無線デバイスを制御します。 

• 無線操作キーまたはホットキー （fn + f 12) 

• [HP Wireless Assistant ] ソフトウェア 

• [HP Connection Manager ] ソフトウ i ア（一部のモデルのみ） 

• オペレーティングシステムの制御機能 

無線キーの使用 

モデルにもよりますが、コンピューターには無線キー、1つ以上の無線デバイス、1つまたは2つの 
無線ランプがあります。出荷時の設定では、コンピューターのすベての無線デバイスは有効になって 
いるため、コンピューターの電源を入れると無線ランプが白色に点灯します。 

無線ランプは、無線デバイスの全体的な電源の状態を表すものであり、個々のデバイスの状態を表す 
ものではありません。無線ランプが白色に点灯している場合は、少なくとも1つの無線デバイスが才 
ンになっていることを示しています。無線ランプがオレンジ色に点灯している場合は、すべての無線 
デバイスがオフになっていることを示しています。 

出荷時の設定ではすべての無線デバイスが有効になっています。このため、無線キーを使用すると、 
複数の無線デバイスのオンとオフの切り替えが同時に行われます。無線デバイスのオンとオフを個別 
に調整するには 、 [HP Wireless Assistant ] を使用します。 
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[HP Wireless Assistant ] の操作手順 

無線デバイスのオンとオフは、 [HP Wireless Assistant] を使用して切り替えることができます。無線 
デバイスがセットアップューティリティで無効になっている場合、 [HP Wireless Assistant] を使用し 
てそのデバイスのオンとオフを切り替えるには、最初にセットアップユーティリティで有効に設定 
しなおしておく必要があります。 


歐 注記： 無線デバイスを有効にしても（オンにしても）、コンピューターがネットワークまたは 
Bluetooth 対応デバイスに自動的に接続されるわけではありません。 


無線デバイスの状態を表示するには、[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域 
の左側にある矢印）をクリックし、無線アイコンの上にマウスポインターを置きます。 

無線アイコンが通知領域に表示されていない場合は、以下の操作を行います。 

1. [スタート] — [コントロールパネル] — [ハードウェアとサウンド] — [ Windows モビリティセ 
ンタ _ ] の順に選択します。 

2. [Windows モビリティセンター]の最下部の [HP Wireless Assistant] の領域にある無線アイコン 
をクリックします。 [HP Wireless Assistant] が表示されます。 

3. [プロパティ]をクリックします。 

4. 通知領域にある [HP Wireless Assistant] アイコンの横のチェックボックスにチェックを入れま 
す。 

5. [適用]をクリックします。 

6. [閉じる]をクリックします。 

詳しくは、 [HP Wireless Assistant] ソフトウェアのヘルプを參照してください。ヘルプにアクセスす 
るには、以下の操作を行います。 

1. [Windows モビリティセンター]にある無線アイコンをクリックして [HP Wireless Assistant] を 
開きます。 

2. [ヘルプ]ボタンをクリックします。 

オペレーティングシステムの制御機能の使用 

一部のオペレーティングシステムでは、オペレーティングシステム自体の機能として内蔵無線デバ 
イスと無線接続を管理する方法が提供されています。たとえば、 Windows では、[ネットワークと共 
有センター]によって、接続またはネットワークのセットアップ、ネットワークへの接続、無線ネット 
ワークの管理、およびネットワークの問題の診断と修復が行えます。 

[ネットワークと共有センター]にアクセスするには、[スタート]—[コントロールパネル] — [ネット 
ワークとインターネット]—> [ネットワークと共有センター ] の順に選択します。 

詳しくは、[スタート] — [ヘルプとサボート]の順に選択します。 


無線 LAN の使用 

無線 LAN デバイスを使用すると、無線ルータまたは無線アクセスポイントによってリンクされた、 
複数のコンピューターおよび周辺機器で構成されている無線口ーカルエリアネットワーク（無線 
LAN) にアクセスできます。 
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歐 注記： 無線ルータと無線アクセスポイントという用語は、同じ意味で使用されることがよくあり 
ます。 


• 企業または公共の無線 LAN など、大規模な無線 LAN では通常、大量のコンピューターおよび周 
辺機器に対応したり、重要なネットワーク機能を分離したりできる無線アクセスポイントを使 
用します。 


• ホームオフィス無線 LAN やスモールオフィス無線 LAN では、無線ルータを使用して、複数台 
の無線接続または有線接続のコンピューターでインターネット接続、プリンター、およびフアイ 
ルを共有できます。追加のハードウェアやソフトウェアは必要ありません。 

コンピューターに搭載されている無線 LAN デバイスを使用するには、無線 LAN インフラストラクチャ 
(サービスプロバイダーか、公共または企業ネットワークを介して提供される）に接続する必要があ 
ります。 

無線 LAN のセットアップ 

無線 LAN をセットアップし、インターネットに接続するには、以下のような準備が必要です。 

• ブロードバンドモデム （DSL またはケ _ ブル） （1) およびインターネットサービスプロバイ 
ダー （ ISP ) が提供する高速インターネットサービス 

• 無線ルータ（別売） （2) 

• 無線コンピューター (3) 

下の図は、インターネットに接続している無線ネットワークのインストール例を示しています。 



お使いのネットワークを拡張する場合、インターネットのアクセス用に新しい無線または有線のコン 
ピューターをネットワークに追加できます。 

無線 LAN のセットアップについて詳しくは、ルータの製造元または ISP から提供されている情報を 
参照してください。 

無線 LAN の保護 

無線 LAN の標準仕様に備わっているセキュリティ機能は限られていて、基本的には大規模な攻撃では 
なく簡単な盗聴を防ぐための機能しかありません。そのため、無線 LAN には、既知でよく確認されて 
いるセキュリティの脆弱性があると認識しておくことが大切です。 

「無線 LAN スポット」と呼ばれるインターネットカフェや空港などで利用できる公衆無線 LAN で 
は、セキュリティ対策が取られていないことがあります。公共の場でのセキュリティと匿名性を高め 
る新しい技術は、無線デバイスの製造元や無線 LAN スポットのサービスプロバイダーによって開発 
されている段階です。無線 LAN スポットを利用するときにコンピューターのセキュリティに不安があ 
る場合は、ネットワークに接続しての操作を、重要でない電子メールや基本的なネットサーフィン 
程度にとどめておいてください。 

無線 LAN をセットアップする場合や、既存の無線 LAN にアクセスする場合は、常にセキュリティ機 
能を有効にして、不正アクセスからネットワークを保護してください。一般的なセキュリティレべ 
ルは、 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) -Personal と WEP (Wired Equivalent Privacy ) です。無線 
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信号はネットワークの外に出てしまうため、他の無線 LAN デバイスに保護されていない信号を拾わ 
れ、（許可しない状態で）ネットワークに接続されたり、ネットワークでやり取りされる情報を取得 
されたりする可能性があります。無線 LAN を保護するには、以下のような準備が必要です。 

• セキュリティ機能内蔵の無線トランスミッタを使用する 

無線基地局、ゲートウェイ、またはルータといったトランスミッタの多くには、無線セキュリ 
ティプロトコルやファイアウォールといったセキュリティ機能が内蔵されています。適切な無 
線トランスミッタを使用すれば、無線セキュリティでの最も一般的なリスクからネットワークを 
保護できます。 


• ファイアウォー■ルを利用する 


ファイアウォールは、ネットワークに送信されてくるデータと要求をチェックし、疑わしいデー 
夕を破棄する防御壁です。利用できるファイアウォールにはさまざまな種類があり、ソフトウェ 
アとハードウエアの両方があります。ネットワークによっては、両方の種類を組み合わせて使用 
します。 


• 無線を暗号化する 

さまざまな種類の高度な暗号プロトコルが、無線 LAN ネツトワークで利用できます。お使いの 

ネツトワークのセキュリティにとって最適な解決策を、以下の中から探してください。 

。 WEP (Wired Equivalent Privacy ) は、すべてのネツトワークデータを送信される前に 
WEP キーで符号化または暗号化する無線セキュリティプロトコルです。 WEP キーはネツ 
トワークによって割り当てられますが、自分でキーを設定したり、異なるキーを生成した 
り、他の高度なオプションを選んだりすることもできます。正しいキーを持たない他のユー 
ザーが無線 LAN を使用することはできません。 

。 WPA ( Wi-Fi Protected Access ) は、 WEP と同じように、セキュリティ設定によってネツ 
トワークから送信されるデータの暗号化と復号化を行います。ただし、 WEP のように1つ 
の決められたセキュリティキーを利用して暗号化を行うのではなく、 「 TKIP」(temporal 
key integrity protocol ) を使用してパケツトごとに新しいキーを動的に生成します。また、 
ネツトワーク上にあるコンピューターごとに異なるキーのセツトを生成します。 

無線 LAN への接続 

無線 LAN に接続するには、以下の操作を行います。 

1. 無線 LAN デバイスがオンになっていることを確認します。オンになっている場合は、無線ラン 

プが白色に点灯しています。無線ランプが点灯していない場合は、無線キーを押します。 


啟 注記： モデルによっては、すべての無線デバイスがオフになっている場合にオレンジ色のラン 
プが点灯します。 


2. タスクバーの右端の通知領域にある[ネットワーク]アイコンをクリックします。 

3. 一覧から無線 LAN を選択します。 

4. [接続]をクリックします。 
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彦 注記： 無線 LAN が一覧に表示されない場合は、無線ルータまたはアクセスポイントの範囲外 
にいることを示します。 


• ネットワークがセキュリティ設定済みの無線 LAN である場合は、セキュリティコードであ 
るネットワークセキュリティキーをプロンプトで入力し、 [ OK ] をクリックして接続を完 
了します。 

• 接続したいネットワークが表示されない場合は、[ネットワークと共有センターを開く]— 
[新しい接続またはネットワークのセットアップ]の順にクリックします。オプションの一覧 
が表示されます。ネットワークを検索してネットワークに接続するか、新しいネットワーク 
接続を作成します。 

接続完了後、通知領域にある[ネットワーク]アイコンの上にマウスポインターを置くと、接続の名前 
およびステータスを確認できます。 


& 注記： 動作範囲（無線信号が届く範囲）は、無線 LAN の実装、ルータの製造元、および壁や床など 
の建造物やその他の電子機器からの干渉に応じて異なります。 


無線 LAN の使用方法に関する詳しい情報は、以下から入手できます。 

• インターネットサービスプロバイダー （ ISP ) や、無線ルータやその他の無線 LAN 機器に添付 
されている説明書等 

• [ヘルプとサボート]に記載されている情報および Web サイトへのリンク 

近くにある公共無線 LAN の一覧については、 ISP に問い合わせるか Web を検索してください。公共 
無線 LAN の一覧を掲載している Web サイトは、「無線 LAN スポット」などのキーワードで検索でき 
ます。それぞれの公共無線 LAN の場所について、費用と接続要件を確認します。 

他のネットワークへの口ーミング 

コンピューターを他の無線 LAN が届く範囲に移動すると、 Windows はそのネットワークへの接続を 
試みます。接続の試行が成功すると、コンピューターは自動的にそのネットワークに接続されます。 
新しいネットワークが Windows によって認識されなかった場合は、「無線 LAN への接続」の説明に 
沿って操作してください。 
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Bluetooth 無線デバイスの使用（一部のモデルのみ） 

Bluetooth デバイスによって近距離の無線通信が可能になり、以下のような電子機器の通信手段を従 
来の物理的なケーブル接続から無線通信に変更できるようになりました。 

• コンピューター（デスクトップ、ノートブック、 PDA ) 

• 電話機（携帯、コードレス、スマートフォン） 

• イメージングデバイス（プリンター、カメラ） 

• 才_ディオデバイス（へッドセット、スピーカー ） 

Bluetooth デバイスは、 Bluetooth デバイスの PAN (Personal Area Network ) を設定できるピアツー 
ピア機能を提供します。 Bluetooth デバイスの設定と使用方法については、 Bluetooth ソフトウェアの 
ヘルプを参照してください。 

Bluetooth とインターネット接続共有 ( ICS ) 

Bluetooth 対応コンピューターをホストとして設定し、そのコンピューターをゲートウェイとして利 
用して他のコンピューターがインターネットに接続することは、 HP ではおすすめしません。 
Bluetooth を使用して2台以上のコンピューターを接続する場合、インターネット接続共有 （ ICS ) が 
可能なコンピューターはそのうちの1台で、他のコンピューターは Bluetooth ネットワークを利用し 
てインターネットに接続することはできません。 

Bluetooth は、コンピューターと、携帯電話、プリンター、カメラ、および PDA などの無線デバイス 
との間で情報をやり取りして同期するような場合に強みを発揮します。 Bluetooth および Windows 才 
ペレーティングシステムでの制約によって、インターネット共有のために複数台のコンピューター 
を Bluetooth 経由で常時接続しておくことはできません。 
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ローカル エリアネットワークへの 接続 

口ーカルエリアネットワーク （ LAN ) に接続するには、8ピンの RJ -45 ネットワークケーブル（別 
売）が必要です。ネットワークケーブルに、テレビやラジオからの電波障害を防止するノイズ抑制 
コア （1) が取り付けられている場合は、コアが取り付けられている方のケーブルの端 （2) をコン 
ピュ _ 夕 _ 側に向けます。 



A 警告！ 火傷や感電、火災、装置の損傷を防ぐため、モデムケーブルまたは電話ケーブルを RJ -45 
(ネットワーク）コネクタに接続しないでください。 


ネットワークケーブルを接続するには、以下の操作を行います。 

1. ネットワークケーブルをコンピユーター本体のネットワークコネクタに接続します（1)。 

2. ケーブルのもう一方の端をデジタルモジュラーコンセントに接続します（2)。 
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3 ポインティングデバイスおよびキ ー ボ ー 

K 


ポインティングデバイスの使用 

ポインティングデバイス機能のカスタマイズ 

ボタンの構成、クリック速度、ポインターオプションのような、ポインティングデバイスの設定を 
カスタマイズするには、 Windows の[マウスのプロパティ]を使用します。 

[マウスのプロパティ]にアクセスするには、以下の操作を行います。 

1. [スタート] — [デバイスとプリンター]の順に選択します。 

2. コンピュータ _ を表すデバイスを右クリックします。 

3. [マウス設定]を選択します。 


タツチパツドの使用 

以下の図および表では、コンピューターのタッチパッドについて説明します。 
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名称 


説明 

(1) 

タッチパッドオフインジケーター 

タッチパッドゾーンをオンまたはオフにするには、タッチパッ 
ドオフインジケーターをすばやくダブルタップします 

注記： タッチパッドゾーンがアクティブになっている場合 
は、ランプが消灯します 

(2) 

タッチパッドゾーン 

ポインターを移動して、画面上の項目を選択したり、アクティブ 
にしたりします 

(3) 

左のタッチパッドボタン 

外付けマウスの左ボタンと同様に機能します 

(4) 

右のタッチパッドボタン 

外付けマウスの右ボタンと同様に機能します 


タッチパッドのオン/オフの切り替え 

出荷時設定では、タッチパッドはオンになっています。タッチパッドゾーンがアクティブになって 
いる場合は、ランプが消灯します。タッチパッドゾーンのオンとオフを切り替えるには、タッチパッ 
ドオフインジケ _ 夕 _ をすばやくダブルタップします。 



タッチパッドジェスチャの使用 

タッチパッドでは、さまざまな種類のタッチパッドジェスチャがサポートされています。タッチパッ 
ドジェスチヤを行うには、以下の項目で説明しているように、2本の指をタッチパッド上に置きま 
す。 


ジェスチヤを有効または無効にするには、タスクバーの右端の通知領域にある [ Synaptics ] (シナプ 
ティクス）アイコンをクリックし、ジェスチヤを無効にするためのチェックボックスにチェックを 
入れるか、またはチェックを外します。特定のジェスチヤを有効または無効にするには、[コントロー 
ルパネル] — [ハードウヱアとサウンド] — [マウス] — [デバイス設定] — [設定]の順に選択し、有効ま 
たは無効にするジェスチヤの横のチェックボックスにチ I ックを入れるか、またはチェックを外し 
ます。 
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スク ロール 

スクロールは、ページや画像を上下に移動するときに便利です。スクロールを行うには、2本の指を 
互いに少し離した状態でタッチパッド上に置いて、それらの指をタッチパッド上で上下左右に動かし 
ます。 


m 注記： スクロールの速度は、指を動かす速度で調整します。 




ピンチ 

ピンチジェスチャを使用すると、 PDF 、 画像、写真などを拡大または縮小できます。 

ピンチは以下のように行います。 

• タッチパッドで2本の指を近付けた状態にして、その2本の指の間隔を拡げてオブジェクトのサ 
イズを拡大することで、ズームインできます。 

• タッチパッドで2本の指を互いに離した状態にして、その2本の指の間隔を狭めてオブジェクト 
のサイズを縮小することで、ズームアウトできます。 
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回転 


回転ジェスチヤを使用すると、写真やページなどの項目を回転させることができます。回転させるに 
は、タッチパッド上で円を描くように、親指と人差し指を動かします。 



外付けマウスの接続 

USB コネクタのどれかを使用して外付け USB マウスをコンピューターに接続できます。 USB マウス 
は、別売のドッキングデバイスのコネクタまたは別売の拡張製品を使用してコンピューターに接続 
することもできます。 
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操作キーの使用 

操作キーとは、キーボード上部にある特定のキーに割り当てられ、カスタマイズされた動作を行う 
キーのことです。 

操作キーを使用するには、そのキーを押したままにして、キーに割り当てられている機能を有効にし 
ます。 


W 注記： 操作キーの機能は、出荷時に有効に設定されています。この機能は、セットアップユーティ 
リティで無効にできます。この機能をセットアップユーティリティで無効にすると、 fn キーと操作 
キーを一緒に押さなければ、キーに割り当てられている機能を有効にできなくなります。詳しく 

は、 104ぺージの「セットアップユー亍イリテイ ( BIOS ) を參照してください。 


nBBBBDQEEJIZJ^C^LDO 

H • W II 1 1 H I rl M 


アイコン 

説明 

? 

[ヘルプとサポート]を表示します。[ヘルプとサポート]では、 Windows オペレーティングシステムとコンピュー 
ター、質問への回答とチュートリアル、およびコンピューターのアップデートに関する情報が提供されます 


また、自動的なトラブル解決の方法およびサポートサイトへのリンクも提供されます 

奉 このキ-を押し続けると、画面輝度が-定の割合で徐々に下がります 

来 

このキーを押し続けると、画面輝度が一定の割合で徐々に上がります 

10 

システムに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えます。たとえば、コンピューターに外 
付けモニタ _ を接続している場合にこのキーを押すと、コンピューター本体のディスプレイ、外付けモニター 
のディスプレイ、コンピューター本体と外付けモニターの両方のディスプレイのどれかに表示画面が切り替わ 
ります 


ほとんどの外付けモニターは、外付け VGA ビデオ方式を使用してコンピューターからビデオ情報を受け取り 
ます。 表示画面切り替え キーでは、コンピューターからビデオ情報を受信している他のデバイスとの間でも表 
示画面を切り替えることができます 


オーディオ CD の前のトラック、または DVD や BD の前のチャプターを再生します 

^|| オーディオ CD、DVD、 または BD を再生、一時停止、または再開します 

H CD、DVD、 または BD のオーディオまたは動画の再生を停止します 

►►1 

オーディオ CD の次のトラック、または DVD や BD の次のチャプターを再生します 


このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に下がります 

_+ 

このキーを押し続けると、スピーカーの音量が一定の割合で徐々に上がります 
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アイコン 

説明 


スピーカーの音を消したり元に戻したりします 


無線機能をオンまたはオフにします 

注記： このキーでは無線接続は確立されません。無線接続を確立するには、無線ネットワークがセットアッ 
プされている必要があります 

prt sc 

コンピューター画面のスナップシヨットまたは画像が取り込まれてクリップボードにコピーされます 


ホットキ_の使用 

ホットキーは、 fn キー （2) と、 esc キー （1) または操作キー (3) の組み合わせです。 



0 ❹ 

fn + esc ホットキーを押すと、システムのハードウェアコンポーネントやシステム BIOS (Basic 
Input/Output System ) のバージョン番号に関する情報が表示されます。使用中のアプリケーションに 
よっては、 fn およびどれかの操作キーを一緒に押すと、そのアプリケーション内で専用のショート 
カットメニューが表示されます。 


ホットキーコマンドを使用するには、以下の操作を行います。 

• fn キーを押してから、ホットキーコマンドの2番目のキーを押します。 


または 


• fn キ ー を押しながら、ホットキ ーコマンドの2 番目のキ ー を押し、両方のキ ー を同時に離しま 
す 0 
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テンキーの使用 

お使いのコンピューターには、テンキーが内蔵されています。また、別売のテンキーや、テンキーを 
備えた別売の外付けキーボードも使用できます。 


〇 〇 




項目 

説明 

機能 

1 

num Ik キー 

内蔵テンキー、または接続されている別売のテンキーの Num 

Lock の有効/無効が切 y 替わります 



注記： テンキー機能がコンピューターの電源を切ったときに有 
効だった場合は、次回コンピューターの電源を入れたときにも有 
効になっています 

2 

内蔵テンキー 

外付けテンキーと同じように機能します。上の図は英語版のキー 
配列です。日本語版のキー配列とは若干異なりますが、内蔵テン 
キーの位置は同じです 


内蔵テンキーの使用 

内蔵テンキーのキーは、 Num Lock がオンのときとオフのときとで機能が異なります。出荷時設定で 
は、 Num Lock はオフになっています。 

• Num Lock がオンのときは、数字を入力できます。 

• Num Lock がオフのときは、矢印キ ー 、 page up キ ー 、 paae down キーと同様に機能します。 


Num Lock のオンとオフを切り替えるには、内蔵テンキーの num Ik キーを押します。 

別売の外付けテンキーの使用 

通常、外付けテンキーのほとんどのキーは、 Num Lock がオンのときとオフのときとで機能が異なり 
ます（出荷時設定では、 Num Lock はオフになっています）。 

• Num Lock がオンのときは、数字を入力できます。 

• Num Lock がオフのときは、矢印キ ー 、 page up キ ー 、 page down キーと同様に機能します。 

外付けテンキーで Num Lock をオンにすると、コンピューターの Num Lock ランプが点灯します。外 
付けテンキーで Num Lock をオフにすると、コンピューターの Num Lock ランプが消灯します。 
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外付けテンキーの Num Lock のオンとオフを切り替えるには、コンピューターではなく、外付けテン 
キーの num Ik キーを押します。 


タッチパッドとキーボ _ ドの清掃 

タッチパッドにごみや脂が付着していると、ポインターが画面上で滑らかに動かなくなります。これ 
を防ぐには、軽く湿らせた布でタッチパッドを定期的に清掃し、コンピューターを使用するときは手 
をよく洗ってください。 


A 警告！ 感電や内部コンポ _ ネントの損傷を防ぐため、掃除機のアタッチメントを使用してキ _ ボ _ 
ドを清掃しないでください。キーボードの表面に、掃除機からのごみくずが落ちてきます。 


キーが固まらないようにするため、また、キーの下に溜まったごみや糸くず、細かいほこりを取り除 
〈ために、キ _ ボ _ ドを定期的に清掃してください。圧縮空気が入ったストロ_付きの击でキ _ の周 
辺や下に空気を吹き付けると、付着したごみがはがれて取り除きやすくなります。 
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マルチメディア 


マルチメディア機能 

このコンピューターには、音楽や動画を再生したり、画像を表示したりできるマルチメディア機能が 
含まれています。また、以下のようなマルチメディアコンポーネントが含まれている場合がありま 
す。 


• オーディオディスクおよびビデオディスクを再生するオプティカルドライブ 
• 音楽を再生する内蔵スピーカー 
• 独自のオーディオを録音するための内蔵マイク 

• 動画を撮影したり共有したりできる内蔵 Web カメラ 

• 音楽、動画および画像の再生と管理を行うことができるプリインストール済みのマルチメディ 
アソフトウェア 

• マルチメディアに関する操作をすばやく行うことのできるマルチメディアキー 


歐 注記： コンピューターによっては、一覧に記載されていても、一部のコンポーネントが含まれてい 
ない場合があります。 
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マルチメディアコンポーネントの確認 



(D© 


項目 

説明 

機能 

1 

内蔵デジタルデュアルアレイマイク(><2) 

サウンドを録音します 

2 

Web カメラランプ 

ビデオソフトウェアが Web カメラにアクセスすると点灯します 

3 

Web カメラ 

動画を録画したり、静止画像を撮影したりします 

4 

音量下げキー 

音量を下げます 

5 

音量上げキー 

音量を上げます 

6 

ボリュームミュート（消音）キー 

スピーカーの音を消したり音量を元に戻したりします 

7 

スピーカー (x2) 

サウンドを出力します 

8 

オーデイオ出力（ヘッドフォン）コネクタ 

別売の電源付きステレオスピーカー、ヘッドフォン、イヤフォ 


ン、ヘッドセット、またはテレビオーディオに接続したとき 
に、サウンドを出力します 


警告！ 突然大きな音が出て耳を傷めることがないように、音量 
の調節を行つてからヘッドフォン、イヤフォン、またはヘッド 
セットを使用してください。安全に関する情報について詳しく 
は、『規定、安全、および環境に関するご注意』を参照してくだ 
さい 


注記： ヘッドフォンコネクタにデバイスを接続すると、コン 
ピューター本体のスピーカーは無効になります 


9 オーディオ入力（マイク）コネクタ 別売のコンピューター用ヘッドセットのマイク、ステレオアレ 

イマイク、またはモノラルマイクを接続します 
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音量の調整 

音量の調整には、コンピューターの音量キーを使用します。 

• 音量を下げるには、 音量下げ キ_ (1) を押します。 

• 音量を上げるには、 音量上 （キー (2) を押します。 

• 音を消したり音量を元に戻したりするには、 ボリュームミュート（消音） キー （3) を押しま 
す。 

© @ © 

〇 〇 〇 



歐 注記： 音量の調整には、 Windows オペレーティングシステムおよび一部のプログラムも使用でき 
ます。 

メディア操作キーの使用 

メディア操作キーは、外付けオプティカルドライブ（別売）内のオーディオ CD 、 DVD 、 または BD 
の再生を調整します。 

• オーディオ CD または DVD が再生中でない場合、 再生/—時停止 キ ー（2) を押すとディスクが 
再生されます。 

• オーディオ CD または DVD の再生中は、以下のキーを使用します。 

。 オーディオ CD の前のトラックまたは DVD の前のチャプターを再生するには、 前のトラッ 

ク キ_ (1) を押します。 

。 ディスクの再生を一時停止または再開するには、 再生/—時停止 キ_ (2) を押します。 

。 ディスクを停止するには、 停止 キ_ (3) を押します。 

。 オーディオ CD の次のトラックまたは DVD の次のチャプターを再生するには、 次のトラッ 

ク キ_ (4) を押します。 
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マルチメディアソフトウェア 

プリインストールされたマルチメディアソフトウェアを使用すると、音楽や動画を再生したり、画 
像を表示したりできます。 

[HP MediaSmart ] ソフトウェアの使用 

[HP MediaSmart ] によって、コンピューターが持ち運びのできるエンターテイメントツールに変わり 
ます。音楽や DVD および BD の動画を楽しんだり、インターネットテレビや放送中のテレビを視聴 
したり（一部のモデルのみ）、写真コレクションの管理や編集を行ったりできます。 


啟 注記： 放送中のテレビをコンピューターで視聴、録画、および一時停止するには、内蔵 TV チュー 
ナー（一部のモデルのみ）または外付け TV チューナー（別売）を使用します。 


[HP MediaSmart ] には、以下の機能があります。 

• インタ _ ネットテレビ（一部のモデルのみ）：インタ _ ネット接続によって、従来のさまざまな 
テレビ番組とチヤンネルに加え、コンピューターにストリーミング配信される HP - TV チヤンネ 
ルもフルスクリーンでご覧いただけます。 

• 写真および動画のアップロードへの対応 

。 [HP MediaSmart ] の写真を Snapfish などのインターネット上の写真共有サイトにアップロー 
ドできます。 

。 ホームビデオ（内蔵 Web カメラで作成した楽しい動画など）を YouTube にアップロード 
できます。 

• Pandora インターネットラジオ（北米のみ）：あなただけのために選ばれた音楽を、インター 
ネット経由でストリーミングできます。 

[HP MediaSmart ] を起動するには、コンピューターのデスクトップにある [HP MediaSmart ] アイコン 
をダブルクリックします。 


[HP MediaSmart ] の使用方法について詳しくは、[スタート]—[ヘルプとサボート]の順に選択してか 
ら、[検索]ボックスに 「 MediaSmart 」 と入力します。 

プリインストールされているその他のマルチメディアソフトウェアの使用 

m aisT サブフォルダーに含まれているブ百グラムもあります。 

プリインストールされているその他のマルチメディアソフトウェアを確認するには、以下の操作を 
行います。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]の順に選択します。 

2. 使用するマルチメディアプログラムを起動します。たとえば 、 [Windows Media Player ] で才一 
デイオ CD を再生する場合は、 [Windows Media Player ] をクリックします。 
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ディスクからのマルチメディアソフトウェアのインストール 

CD または DVD からマルチメディアソフトウェアをインストールするには、以下の操作を行います。 

1. ディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

2. インストールウィザードが開いたら、画面上のインストール手順に沿って操作します。 

3. コンピューターの再起動を求めるメッセージが表示されたら、コンピューターを再起動します。 

歐 注記： ' コンピュータ_ I 三"付属しそ17ヽるソフトウェアの使用「こつ卩て詳しく I — よ、ーヲフトウェアの製造 

元の説明書を參照してください。説明書は、ソフトウェアに含まれていたり、ソフトウェアのディス 
クに収録されていたり、またはソフトウェアの製造元の Web サイトで提供されていたりする場合が 
あります。 
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オーディオ 

このコンピューターでは、以下のさまざまなオーディオ機能を使用できます。 

• コンピューターのスピーカーおよび接続した外付けスピーカーを使用した、音楽の再生 

• 内蔵マイクまたは接続した外付けマイクを使用した、サウンドの録音 

• インターネットからの音楽のダウンロード 

• オーディオと画像を使用したマルチメディアプレゼンテーションの作成 

• インスタントメッセージプログラムを使用したサウンドと画像の送信 

• ラジオ番組のストリーミング（一部のモデルのみ）または FM ラジオ信号の受信 

• 才ーディオ CD の作成（書き込み） 

外付けオーディオデバイスの接続 

A 警告！ 突然大きな音が出て耳を傷める=がないように、音量の調節を荇ってからへ^/ドフォン、 

イヤフォン、またはヘッドセットを使用してください。安全に関する情報について詳しくは、『規 
定、安全、および環境に関するご注意』を參照してください。 


外付けスピーカー、ヘッドフォン、マイクなどの外付けデバイスの接続方法については、デバイスの 
製造元から提供される情報を参照してください。最適な状態で使用するには、以下の点に注意してく 
ださい。 

• デバイスケーブルがコンピューターの適切なコネクタにしっかりと接続されていることを確認 
します。通常、ケーブルコネクタは、コンピューターの対応するコネクタに合わせて色分けさ 
れています。 

• 外付けデバイスに必要なすべてのドライバーをインストールします。 

m aisT ドライバーは、デバイスとデバイスが'使用するヲ石グラム間のコンバーターとして機能 

する、必須のプ見ク' ラムです5 

オーディオ機能の確認 

コンピューターのシステムサウンドを確認するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コントロールパネル]の順に選択します。 

2. [ハードウエアとサウンド]をクリックします。 

3. [サウンド]をクリックします。 

4. [サウンド]ウィンドウが表示されたら、[サウンド]タブをクリックします。 

5. [プログラムイベント]で、ビープまたはアラームなどの任意のサウンドイベントを選択しま 
す。 

6. [テスト]ボタンをクリックします。スピーカーまたは接続したへッドフォンから音が鳴ります。 
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録音機能を確認するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]4[すべてのプログラム]4[アクセサリ]4[サウンドレコーダー]の順に選択します。 

2. [録音の開始]をクリックし、マイクに向かって話します。良好な録音結果を得るため、直接マイ 
クに向かって話し、雑音がないように設定して録音します。 

3. デスクトップにファイルを保存します。 

4. [Windows Media Player ] または [HP MediaSmart ] を開き、サウンドを再生します。 

コンピュ _ 夕 _ の才ーディオ設定を確認または変更するには、[スタ _ 卜]—>[コントロ _ ルパネル] 
— [ハードウエアとサウンド] — [サウンド]の順に選択します。 


動画 

このコンピューターでは、以下のさまざまな動画機能を使用できます。 

• 動画の再生 

• インタ _ ネットを介したゲ _ ム 

• プレゼンテーションの作成のための画像や動画の編集 

• 外付けビデオデバイスの接続 

• HD 対応テレビを含むテレビの視聴（一部のモデルのみ） 

外付けモニターまたはプロジェクタ _ の接続 

外付けモニターコネクタは、外付けモニターやプロジェクターなどの外付けディスプレイデバイス 
をコンピューターに接続するためのコネクタです。 

ディスプレイデバイスを接続するには、デバイスのケーブルを外付けモニターコネクタに接続しま 
す。 


& 注記： 正しく接続された外#けディスプレイデバイスに画像が表示されない場合は、 画面の切り 

替え キーを押して画像をデバイスに転送します。 画面の切り替え キーを繰り返し押すと、表示画面が 
コンピューター本体のデイスプレイと外付けディスプレイデバイスとの間で切り替わります。 
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HDMI デバイスの接続 

コンピューターには、 HDMI (High Definition Multimedia Interface ) コネクタが搭載されています。 
HDMI コネクタは、 HD 対応テレビ、対応しているデジタルまたはオーディオコンポーネントなどの 
別売の動画または才ーディオデバイスとコンピュ _ 夕一を接続するためのコネクタです。 

コンピューターは、 HDMI コネクタに接続されている1つの HDMI デバイスをサボートすると同時 
に、コンピューター本体のディスプレイまたはサポートされている他の外付けディスプレイの画面を 
サポ _ 卜します。 


W 注記： HDMI コネクタを使用して動画信号を伝送するには、一般の電器店で販売されている HDMI 
ケーブルを別途購入する必要があります。 


HDMI コネクタに動画またはオーディオデバイスを接続するには、以下の操作を行います。 

1 . HDMI ケーブルの一方の端をコンピューターの HDMI コネクタに接続します。 



2. 製造元の説明書等の手順に沿って操作し、ケーブルのもう一方の端をビデオデバイスに接続し 
ます。 

3. コンピューターに接続されているディスプレイデバイス間で画面を切り替えるには、 画面の切 
り替え キーを押します。 


HDMI 用のオーデイオの設定（一部のモデルのみ） 

HDMI オーディオを設定するには、以下の操作を行います。 

1. HDMI コネクタに、 HD 対応テレビなどの才ーディオまたはビデオデバイスを接続します。 

2. 以下の操作を行って、オーディオ再生の初期デバイスを設定します。 

a . タスクバーの右端の通知領域にある[スピーカー]アイコンを右クリックします。 

b . [再生デバイス]をクリックします。 

c . [再生]タブで[デジタル出力]または[デジタル出カデバイス （ HDMI )] をクリックします。 

d . [既定値に設定]をクリックします。 

e . [ OK ] をクリックします。 
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オーディオをコンピューターのスピーカーに戻すには、以下の操作を行います。 


1. タスクバーの右端の通知領域にある[スピーカー]アイコンを右クリックします。 

2. [再生デバイス]をクリックします。 

3. [再生]タブで、[スピーカー]をクリックします。 

4. [既定値に設定]をクリックします。 

5. [OK] をクリックします。 


Web カメラ 

お使いのコンピューターには、ディスプレイの上部に Web カメラが内蔵されています。 Web カメラ 
は、動画を撮影および共有する入カデバイスです。 

Web カメラを使用するには、以下の操作を行います。 

1. デスクトップの [HP MediaSmart] アイコンをクリックします。 

2. [HP MediaSmart ] の [ SmartMenu ] (スマートメニュ ー） にある[動画]アイコンを選択します。 

3. [Webcam] をクリックします。 

[HP MediaSmart ] の使用方法について詳しくは、[スタート]—[ヘルプとサボート]の順にクリックし 
てから、[検索]ボックスに 「 MediaSmart 」 と入力します。 

最適な状態で Web カメラを利用するには、以下の点に注意してください。 

• マルチメディアファイルを閲覧したり、別の LAN またはネットワークファイアウォール外の 
ユーザ— へ マルチメディアファイルを送信したりするときに問題が生じる場合は、ファイア 
ウォールを一時的に無効にして目的のタスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にし 
ます。問題を恒久的に解決するには、必要に応じてファイアウォールを再設定してから、他の侵 
入検知システムのポリシーや設定を調整します。 

• 可能な限り、カメラの背後の画面領域の外に明るい光源を置いてください。 
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電源の管理 


電源オプションの設定 

省電力設定の使用 

お使いのコンピューターでは、2つの省電力設定が出荷時に有効になっています。スリープおよびハ 
イパネー シヨンです。 

スリープを開始すると、電源ランプが点滅し、画面表示が消えます。作業中のデータがメモリに保存 
されるため、スリープを終了するときはハイパネーションを終了するときよりも早く作業に戻れま 
す。コンピューターが長時間スリープ状態になった場合、またはスリープ状態のときにバッテリが完 
全な口ーバッテリ状態になった場合は、ハイパネーションを開始します。 

ハイ バネーションを開始すると、デ_夕が ハ ードドライブの ハイ バネーションファイルに保存され 
て、コンピューターの電源が切れます。 


A 注意: オーディオおよびビデオの劣化、再生機能の損失、または情報の損失を防ぐため、ディスク 
や外付けメディアカードの読み取りまたは書き込み中にスリープやハイパネーシヨンを開始しない 
でください。 

W 注記： コンピューターがスリープまたはハイパネーシヨン状態の場合は、無線接続やコンピュー 
夕一の機能を実行することが一切できなくなります。 


スリーブの開始および終了 

バッテリ電源を使用しているときは操作しない状態が15分続いた場合、または外部電源を使用して 
いるときは操作しない状態が30分続いた場合に、システムがスリーブを開始するように出荷時に設 
定されています。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の [コントロールパネル] の[電源 オプション] を使用して変 
更します。 


コンピューターの電源が入っているときにスリープを開始するには、以下の操作を行います。 

• 電源ボタンを押します。 

• ディスプレイを閉じます。 

• [スタート]—>[シャットダウン]ボタンの横にある矢印一*■[スリープ]の順にクリックします。 
スリープ状態を終了するには、以下の操作を行います。 

• 電源ボタンを押します。 

• ディスプレイが閉じている場合は、ディスプレイを開きます。 
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• キ_ボ_ドのキーまたはリモコンのボタンを押します （ 一部のモデルのみ）。 

• タッチパッドを操作します。 

コンピューターがスリーブを終了すると、電源ランプが点灯し、スリープ状態になった時点の画面に 
戻ります。 


歐 注記： スリープを終了する孑きにパスワードの入力を求められた場合は、プロンプトで Windows 

のパスワードを入力します。 


ハイバネーションの開始および終了 

バッテリ電源を使用しているときも外部電源を使用しているときも操作しない状態が1080分 （18 時 
間）続いた場合、または完全な口ーバッテリ状態に達した場合には、ハイパネーションが開始しま 
す。 

電源設定およびタイムアウトは、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション]を使用して変 
更します。 

ハイバネーションを開始するには、[スタート]—*■[シャットダウン]ボタンの横にある矢印_> [休止状 
態]の順にクリックします。 

ハイパネーシヨ ンを終了するには、電源ボタンを押します。電源ランプが点灯し、 ハイパネーシヨ ン 
状態になった時点の画面に戻ります。 


& 注記： ハイパネーシヨンを終了するときにパスワードの入力を求められた場合は、プロンプトで 
Windows のパスワードを入力します。 


バッテリ メーターの 使用 

バッテリメ ータ _ はタスクバ _ の右端の通知領域にあります。バッ亍リメ _ 夕 _ を使用すると、す 
ばやく電源設定にアクセスしたり、バッテリ充電残量を表示したり、別の電源プランを選択したりで 
きます。 

• 充電残量率と現在の電源プランを表示するには、ポインターを[バッテリメーター]アイコンの上 
に移動します。 

• 電源オプションにアクセスしたり、電源プランを変更したりするには、[バッテリメーター]アイ 
コンをクリックし、一覧から項目を選択します。 

コンピューターがバッテリ電源で動作しているか外部電源で動作しているかは、[バッテリメーター] 
アイコンの形の違いで判断できます。アイコンには、バッテリが口ーバッテリ状態、完全な口一 
バッテリ状態、または省電源移行バッテリレベルになった場合にそのメッセージも表示されます。 

[バッテリメーター]アイコンを表示または非表示にするには、以下の操作を行います。 

1. [隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）を右クリック 
します。 

2. [通知アイコンのカスタマイズ]をクリックします。 

3. [動作]列で、[電源]アイコンの[アイコンと通知を表示]を選択します。 

4. [OK] をクリックします。 
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電源プランの使用 

電源プランは、コンピューターの電源の使用方法を管理するためのシステム設定の集合です。電源プ 
ランによって、電力を節約し、パフォーマンスを最大限に向上させることができます。 

電源プランの設定を変更したり、独自の電源プランを作成したりできます。 

現在の電源プランの表示 

現在の電源プランを表示するには、以下の操作を行います。 

• タスクバーの右端の通知領域にある[バッテリメ ーター ] アイコンをクリックします。 

または 

• [スタート]—[コントロールパネル]4[システムとセキュリティ]4[電源オプション]の順に選 
択します。 

異なる電源プランの選択 

異なる電源プランを選択するには、以下の操作を行います。 

• タスクバーの右端の通知領域にある[バッテリメ ーター ] アイコンをクリックして、一覧から電源 
プランを選択します。 

または 

• [スタート]4[コント ロール パネル]4[システムとセキュリティ]4[オプション]の順に選択し 
て、一覧から電源プランを選択します。 

電源プランのカスタマイズ 

電源プランをカスタマイズするには、以下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[バッテリメーター]アイコン4[その他の電源オプション]の 
II にクリックします。 

または 

[スタート]4[コントロールパネル]4[システムとセキュリティ]—[電源オプション]の順に選 
択します。 

2. 電源プランを選択し、[プラン設定の変更]をクリックします。 

3 . 必要に応じて設定を変更します。 

4 . その他の設定を変更するには、[詳細な電源設定の変更]をクリックし、変更を行います。 

復帰時のパスワード保護の設定 

コンピュ_夕_がスリ_プまたはハイバネ_ションを終了したときにパスワードの入力を求めるよう 
に設定するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート] — [コントロールパネル] — [システムとセキュリティ] — [鼋源オプション]の順に選 
択します。 

2. 左側の枠内で、[スリープ解除時のパスワード保護]をクリックします。 

3 . [現在利用可能ではない設定を変更します]をクリックします。 
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4. [パスワードを必要とする（推奨}]をクリックします。 

5. [変更の保存]をクリックします。 
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外部電源の使用 

A WWV 安全に関する問題の発生を防ぐため、 コン モ° ュー ターを使用する場合は了 コンュー ターに 

付属している AC アダプター、 HP が提供する交換用 AC アダプター、または HP から購入した対応す 
る AC アダプターを使用してください。 

警告！ 航空機内でコンピューターのバッテリを苤電しないくださいし 

外部電源は、以下のデバイスを通じて供給します。 

• 純正の AC アダプター 

• 別売のドッキングデバイスまたは拡張製品 

以下の場合には、コンピューターを外部電源に接続します。 

• バッテリ充電するか、バッテリゲージを調整する場合 

• システムソフトウェアをインストールまたは変更する場合 

• CD または DVD に情報を書き込む場合 
外部電源に接続すると、以下のようになります。 

• バッテリの充電が開始されます。 

• コンピューターの電源が入ると、通知領域にある[バッテリメーター]アイコンの表示が変わりま 
す。 

外部電源の接続を外すと、以下のようになります。 

• コンピューターの電源がバッテリに切り替わります。 

• バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がります。ディスプレイの輝度を上げる 
には、 画面の輝度上げ キーを押すか、 AC アダプターを接続しなおします。 

AC アダプターの 接続 

A WWV 感電や装置の損傷を防ぐため、必ず以下の注意事項を守ってくだ'さ LV 

電源コードは、製品の近くの手が届きやすい場所にある電源コンセントに接続してください。 

コンピューターへの外部電源の供給を完全に遮断するには、電源を切った後、電源コードをコンピュー 
ターからではなくコンセントから抜いてください。 

安全に使用するため、必ず電源コードのアース端子を使用して接地してください。2ピンのアダプター 
を接続するなどして電源コードのアース端子を無効にしないでください。アース端子は重要な安全上 
の機能です。 

コンピューターを外部電源に接続するには、以下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターの電源コネクタに接続します（1)。 

2. 電源コードを AC アダプターに接続します（2)。 

3. 電源コードの反対側の端を電源コンセントに接続します （3)。 
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バッテリ電源の使用 

充電済みのバッテリが装着され、外部電源に接続されていない場合、コンピューターはバッテリ電源 
で動作します。外部電源に接続されている場合、コンピューターは外部電源で動作します。 

充電済みのバッテリを装着したコンピューターが AC アダプターから電力が供給される外部電源で動 
作している場合、 AC アダプターを取り外すと、電源がバッテリ電源に切り替わります。 


m 注記： 外部電源の接続を外すと、バッテリ電源を節約するために自動的に画面の輝度が下がりま 
す。ディスプレイの輝度を上げるには、 画面の輝度上げ キーを押すか、 AC アダプターを接続しなお 
します。 


作業環境に応じて、バッテリはコンピューターに装着するかケースに保管しておきます。コンピュー 
ターを外部電源に接続している間、常にバッテリを装着しておけば、バッテリは充電されていて、停 
電した場合でも作業データを守ることができます。ただし、バッテリをコンピューターに装着したま 
まにしてお〈と、コンピューターを外部電源に接続していない場合は、コンピューターがオフのとき 
でもバッテリは徐々に放電していきます。 


△警告！ 安全に関する問題の発生を防ぐため、この製品を使用する場合は、コンピューターに付属し 
ているバッテリ、 HP が提供する交換用バッテリ、または HP から購入した対応するバッテリを使用 
してください。 


コンピューターのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、コンピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、コンピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

[ヘルプとサボート]でのバッテリ情報の確認 

[ヘルプとサボート]では、バッテリに関する以下のツールと情報が提供されます。 

• バッ テリの性能をテストするための [HP バッ テリ チェック] ツール 

• バッテリの寿命を延ばすための、バッテリゲージの調整、電源管理、および適切な取り扱いと 
保管に関する情報 

• バッテリの種類、仕様、ライフサイクル、および容量に関する情報 

バッテリに関する情報にアクセスするには、[スタート]—[ヘルプとサボート]—[詳細]—[電源ブラ 
ン：よく寄せられる質問]の順に選択します。 

[ HP バッテリチェック]の使用 

[ヘルプとサボート]では、コンピューターに取り付けられているバッテリの状態について情報を提供 
します。 


ぽ 注記： [ HP バッテリチェック]を正常に動作させるため、コンピューターを外部電源に接続してお 
く必要があります。 

[HP バッテリチヱック]を実行するには、以下の操作を行います。 

1. AC アダプターをコンピューターに接続します。 

2. [スタート] — [ヘルプとサボート] — [トラブルシューティング] — [電源、サーマル、および機械] 
の順に選択します。 

3 . [電源]タブ— [HP バッテリチェック]の順にクリックします。 
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[HP バッテリ チェック] は、バッテリとそのセルを検査して、バッテリとそのセルが正常に機能して 
いるかどうかを確認し、検査の結果を表示します。 


バッテリ充電残量の表示 

バッテリ残量を表示するには、通知領域にある[バッテリメーター]アイコンの上にポインターを移動 
します。 


バツテリの着脱 

△ 注意： コン"ューターの電源としてテリのみを使用してしてる1きにその/^テリを取り外す 

と、情報が失われます。バツテリを取り外す場合は、情報の損失を防ぐため、あらかじめハイパネー 
シヨ ンを開始するか Windows の通常の手順でを ャツ トダウンしておいてくださ 

バツテリを装着するには、以下の操作を行います。 

1. ディスプレイを閉じます。 

2. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

3. バツテリをバツテリベイに挿入し（1)、しっかりと収まるまで下向きに回転させるようにして 
取り付けます （2)。 

バッテリリリースラッチでバッテリが自動的に固定されます。 



バッテリを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. ディスプレイを閉じます。 

2. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

3. バッテリリリースラッチをスライドさせて（1)、バッテリの固定を解除します。 

4. バッテリを回転させるようにして引き上げて（2)、コンピューターから取り外します（3)。 


バッテリ電源の使用 47 





バッテリの充電 

A 警告！ 航空機内でコン - g " ューターの/ f ンテリを充電しなし、"^ く运さ し77 ~ 

コンピューターを外部電源 （ AC アダプター経由）、別売の電源アダプター、別売の拡張製品、または 
別売のドッキングデバイスに接続すると、バッテリの充電が開始されます。 

バッテリは、コンピューターの電源が入つているかどうかにかかわらず充電されますが、電源を切つ 
たときの方が早く充電が完了します。 

バッテリが新しいか2週間以上使用されていない場合、またはバッテリの温度が室温よりも高すぎた 
り低すぎたりする場合、充電に時間がかかることがあります。 

バッテリの寿命を延ばし、バッテリ残量が正確に表示されるようにするには、以下のことに注意して 
ください。 

• 新しいバッテリを充電する場合は、コンピューターの電源を入れる前にバッテリを完全に充電し 
てください。 

• 通常の使用で完全充電時の5%未満になるまでバッテリを放電してから充電してください。 

• 1か月以上使用していないバッテリは、単に充電を行うのではなく、バッテリゲージの調整を 
行います。 

バッテリの放電時間の最長化 

バッテリの放電時間は、バッテリ電源で動作しているときに使用する機能によつて異なります。バッ 
テリの容量は自然に低下するため、バッテリの最長放電時間は徐々に短くなります。 

バッテリの放電時間を最大限に長くするには、以下の点に注意します。 

• ディスプレイの輝度を下げます。 

• [電源オプシヨン]の[省電力]設定を確認します。 
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• バッテリが使用されていないときまたは充電されていないときは、コンピューターからバッテリ 
を取り外します。 

• バッテリを気温や湿度の低い場所に保管します。 

口ーバッテリ状態への対処 

ここでは、出荷時に設定されている警告メッセージおよびシステム応答について説明します。口一 
バッテリ状態の警告とシステム応答の設定は、 Windows の[コントロールパネル]の[電源オプション] 
で変更できます。[電源オプション]を使用した設定は、ランプの状態には影響しません。 

ロー バッテリ状態の確認 

口ーバッテリ状態を解決しないと、完全な口ーバッテリ状態に入ります。 

完全な口ーバッテリの状態になった場合、コンピューターでは以下の処理が行われます。 

• ハイパネーションが有効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、ハイ 
パネーションが開始します。 

• ハイパネーションが無効で、コンピューターの電源が入っているかスリープ状態のときは、短い 
時間スリープ状態になってから、システムが終了します。このとき、保存されていない情報は失 
われます。 

ロー バッテリ状態の解決 

A 注意 情報の損失を防ぐため、コン"^—ターが完全な石一/"^/亍 iMii になってハイパネーショ 

ンが開始した場合は、電源ランプが遇灯するまで電源を入れない1ください。 

外部電源を使用できる場合の口ーバッテリ状態の解決 

外部電源を使用できる場合に口ーバッテリ状態を解決するには、以下のデバイスのどれかに接続し 
ます。 

• AC アダプター 

• 別売の拡張製品またはドッキングデバイス 

• 別売の電源アダプター 

充電済みのバッテリを使用できる場合の口ーバッテリ状態の解決 

充電済みの/《ッテリを使用できる場合に口ーバッテリ状態を解決するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターをシャットダウンするか、ハイパネーションを開始します。 

2. 放電したバッテリを取り外し、充電済みのバッテリを装着します。 

3. コンピューターの電源を入れます。 

電源を使用できない場合の口ーバッテリ状態の解決 

電源を使用できない場合に口ーバッテリ状態を解決するには、ハイパネーションを開始するか、作 
業中のデータを保存してからコンピュ _ 夕一をシャツトダウンします。 
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ハイノ《ネーションを終了できない場合の口ーパッテリ状態の解決 

ハイパネーションを終了できない場合に口ーバッテリ状態を解決するには、以下の操作を行います。 

1. 充電済みのバッテリを装着するか、コンピューターを外部電源に接続します。 

2. 電源ボタンを押して、ハイパネーションを終了します。 

バッテリゲージの調整 

バッテリゲージの調整は、以下の場合に必要です。 

• バッテリ充電情報の表示が不正確である。 

• バッテリの通常の動作時間が極端に変化している。 

バッテリを頻繁に使用している場合でも、バッテリゲージの調整は1か月に1回のみで十分です。 
新しいバッテリでは、バッテリゲージの調整は行わないでください。 

バッテリゲージを調整するには、以下の操作を行います。 

1. バッテリを完全に充電します。 

A 警告！ 航空機内ゼコン"它ューターの7^"ンテリを充電し7^でく1さし^^ 

歐 注記： バッテリは、コンピューターの電源が入っていてもいなくても充電されますが、電源を 
切ったときの方が早く充電が完了しま to 

バッテリを完全に充電するには、以下の操作を行います。 

a . コンピューターにバッテリを装着します。 

b . コンピューターを AC アダプター、別売の電源アダプター、別売の拡張製品、または別売の 
ドッキングデバイスに接続し、そのアダプターまたはデバイスを外部電源に接続します。 

c . バッテリが完全に充電されるまで、コンピューターを外部電源に接続しておきます。 

2. ハイパネーションおよびスリープを無効にします。ハイパネーションおよびスリープを無効にす 
るには、以下の操作を行います。 

a . 通知領域にある[バッテリメータ ー] アイコン — [その他の電源オプション]の順にクリックし 
ます。 

または 

[スタート] — [コントロールパネル] — [システムとセキュリティ]—[電源オプション]の順 
に選択します。 

b . 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 

c . バッテリゲージの調整後に設定を元に戻せるように、[バッテリ駆動]列の[ディスプレイの 
電源を切る]の設定を記録しておきます。 

d . [ディスプレイの電源を切る]の設定を[しない]に変更します。 

e . [詳細な電源設定の変更]をクリックします。 

f . [スリープ]の横のプラス記号 （+ )— [次の時間が経過後休止状態にする]の横のプラス記号 
の順にクリックします。 
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バッテリゲージの調整後に設定を元に戻せるように、[休止状態]の下の[バッテリ駆動]の設 
定を記録しておきます。 

h. [バッテリ駆動]の設定を[なし]に変更します。 

i. [OK] をクリックします。 

j. [変更の保存]をクリックします。 

3. バッテリを放電します。バッテリを放電するには、以下の操作を行います。 

a. コンピューターを外部電源から切断します。ただし、コンピューターはシャットダウンしな 
いでください。 

b. バッテリが放電するまで、バッテリ電源でコンピューターを動作させます。 

バッテリの放電中は、コンピューターの電源を入れたままにしておく必要があります。バッテリ 
は、コンピューターを使用しているかどうかにかかわらず放電されますが、使用している方が早 
く放電が完了します。 

• 放電中にコンピューターを放置しておく場合は、放電を始める前に作業中のファイルを保存 
してください。 

• 放電中にコンピューターを使用する予定で、省電力設定を利用している場合、放電処理中は 
システムの動作が以下のようになります。 

モニター は自動的に シャッ トダウンしません。 

コンピューターがアイドル状態のときでも、ハードドライブの速度は自動的に低下し 
ません。 

。 システムによる ハイ バネ ー シヨンは開始されません。 

4. バッテリを再充電します。バッテリを再充電するには、以下の操作を行います。 

a. バッテリが完全に再充電されるまで、コンピューターを外部電源に接続します。 

バッテリの再充電中でもコンピューターは使用できますが、電源を切っておく方が充電が早 
く完了します。 

b. コンピューターの電源を切っていた場合は、バッテリが完全に充電されてからコンピュー 
ターの電源を入れます。 

5. ハイバネ _ シヨンおよびスリ _ プを再び有効にします。ハイバネーシヨンおよびスリープを再び 
有効にするには、以下の操作を行います。 


△注意： バッテリゲージの調整後にハイパネーシヨンを再び有効にしないと、コンピューター 
が完全な口ーバッテリ状態になつた場合、バッテリが完全に放電して情報が失われるおそれが 
あります。 


a. 通知領域にある[バッテリメーター]アイコン — [その他の電源オプション]の順にクリックし 
ます。 

または 

[スタート] — [コントロールパネル] — [システムとセキュリテイ] — [電源オプション]の順 
に選択します。 

b. 現在の電源プランのもとで、[プラン設定の変更]をクリックします。 
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C. [バッテリ駆動]列の項目を、記録しておいた設定に戻します。 

d. [詳細な電源設定の変更]をクリックします。 

e. [スリープ]の横のプラス記号 （+ )— [次の時間が経過後休止状態にする]の横のプラス記号 
の順にクリックします。 

f. [バッテリ駆動]列を、記録しておいた設定に戻します。 

g. [OK] をクリックします。 

h. [変更の保存]をクリックします。 

バッテリの節電 

バッテリを節電するには、以下の点に注意します。 

• Windows の[コントロールパネル] — [システムとセキュリティ] — [電源オプション] — [省電力] 
電源プランの順に選択します。 

• ネットワークに接続する必要がないときは無線接続と口ーカルエリアネットワーク （LAN) 接 
続をオフにして、モデムを使用するアプリケーションを使用後すぐにシャットダウンします。 

• 外部電源に接続されていない外付けデバイスのうち、使用していないものをコンピューターから 
取り外します。 

• 使用していない外付けメディアカードを停止するか、無効にするか、または取り外します。 

• 必要に応じて画面の輝度を調節するには、 画面の輝度下げ キーまたは 画面の輝度上げ キーを使用 
します。 

• しばらく作業を行わないときは、スリープまたはハイパネーションを開始するか、コンピュー 
ターの電源を切ります。 

バッテリの保管 

a 故障の原因となりますので、バッテリを温度の高い場所に長時間放置しないでください。 

2週間以上コンピューターを使用せず、外部電源から切断しておく場合は、すべてのバッテリを取り 
出して別々に保管してください。 

保管中のバッテリの放電を抑えるには、バッテリを気温や湿度の低い場所に保管してください。 

啟 注記： 了呆管中の/^テ 1 ;7よ6か月ごど]^!検します。容量が50%未満になっている場吾は、再充電 

してから保管してください。 

1か月以上保管したバッテリを使用するときは、最初にバッテリゲージの調整を行ってください。 

使用済みのバッテリの処理 

a 警告！ 化学薬品による火傷や発火のおそれがあ7ますので、テリを分解したり、壊した y、 穴 

をあけたりしないでください。また、バッテリの接点をショートさせたり、バッテリを火や水の中に 
捨てたりしないでください。 


詳しくは、このコンピューターに付属の『規定、安全、および環境に関するご注意』を參照してくだ 
さい。 
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テリの交換 

コンピューターのバッテリは消耗品で、その寿命は、電源管理の設定、コンピューターで動作してい 
るプログラム、画面の輝度、コンピューターに接続されている外付けデバイス、およびその他の要素 
によって異なります。 

[HP バッテリチ Iック]は、内部セルが正常に充電されていないときや、バッテリ容量が「口ーバッ 
テリ」の状態になったときに、バッテリを交換するようユーザーに通知します。交換用バッテリの購 
入について詳しくは、メッセージに記載されている HP の Web サイトを参照してください。バッテリ 
が HP の保証対象となっている場合は、説明書に保証旧が記載されています。 


m 注記： 充電残量ランプが緑がかつ石黄色に点灯したら、新しいバッテリを購入することをおすすめ 

します。 
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グラフィックスモードの切り替え（一部のモデルのみ） 

お使いのコンピューターには、切り替え可能な GPU が搭載されており、2つのグラフィックス処理 
モードが用意されています。コンピューターを外部電源からバッテリ電源に切り替えるときに、高パ 
フォーマンスモ_ドから省電カモ_ドに切り替えて、バッテリ寿命を節約できます。同様に、バッ 
テリ電源から外部電源に切り替えるときには、高パフォーマンスモードに戻すことができます。 


歐 注記： 状況によっては、コンピューターのパフォーマンスを維持するために、モードを切り替える 
ことができない場合や、切り替えを促される場合があります。また、切り替える前にすベてのプログ 
ラムを終了する必要がある場合もあります。 

注記： HDMI は、高パフオーマンスモードでのみ機能します。省電カモードでは、 HDMI は使用で 
きません。 


外部電源とバッテリ電源を切り替えると、グラフィックスモードが切り替わることを示すメッセー 
ジが表示されます。必要に応じて、グラフィックスモードを変更しない選択もできます。モードの 
切り替え中は、数秒間、画面が何も表示されない状態になります。切り替えが完了すると、通知領域 
にメッセージが表示され、画面が元に戻ります。 


歐 注記： コンピューターのモデルがタブレットスタイルの場合は、グラフィックスモードを切り替 
えるときに画面方向がリセットされます。 


どちらのグラフィックスモードを使用しているかを確認するには、 Windows デスクトップを右クリッ 
クし、 [Configure Switchable Graphics] (Switchable Graphics の設定）を右クリックします。 
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コンピューターのシャットダウン 

△ 注意： コゾ已ューター■を=シャットダウンするとて保存されていな rvi 青報は^)れま 

m 注記： コンピューターがスリープまたはハイパネーシヨン状態の場合は、シャットダウンをする前 
t スリーフ。またはハ^!ハネ—ンヨンを•終 f し本す。 

[シャットダウン]コマンドはオペレーティングシステムを含む開いているすべてのプログラムを終了 
し、ディスプレイおよびコンピューターの電源を切ります。 

以下の場合は、コンピューターをシャットダウンします。 

• バッテリを交換したりコンピューター内部の部品に触れたりする。 

• USB コネクタ以外のコネクタに外付けハードウエアデバイスを接続する。 

• コンピューターを長期間使用せず、外部電源から切断する。 

電源ボタンでコンピューターを シャッ トダウンすることもできますが、 Windows の [シャッ トダウン] 
コマンドを使用することをおすすめします。 

コンピューターをシャットダウンするには、以下の操作を行います。 

1. 作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じます。 

2. [スタート]をクリックします。 

3. [シャットダウン]をクリックします。 

コンピューターが応答しなくなり、推奨されるシャットダウン手順を使用できない場合は、以下の緊 
急手順を試みてください。 

1. Ctrl + alt + delete キーを押し、電源ボタンを押します。 

2. 電源ボタンは 5 秒程度押し続けます。 

3. コンピューターを外部電源から切断し、ッテリを取り外します。 
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ドライブ 


ドライブの取り扱い 

ドライブは壊れやすいコンピューター部品ですので、取り扱いには注意が必要です。ドライブの取り 
扱いについては、以下の注意事項に従ってください。 


△注意： コンピューターやドライブの損傷、または情報の損失を防ぐため、以下の点に注意してくだ 
さい。 

外付けハードドライブに接続したコンピューターをある場所から別の場所へ移動させるような場合 
は、事前にスリープを開始して画面表示が消えるまで待つか、外付けハードドライブを適切に取り外 
してください。 

ドライブを取り扱う前に、塗装されていない金属面に触れるなどして、静電気を放電してください。 

リムーバブルドライブまたはコンピューターのコネクタピンに触れないでください。 

ドライブは慎重に取り扱ってください。絶対に落としたり上に物を置いたりしないでください。 

ドライブの着脱を行う前に、コンピューターの電源を切ります。コンピューターの電源が切れている 
か、スリープ状態なのか、またはハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まずコンピュー 
ターの電源を入れ、次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャットダウンします。 

ドライブをドライブベイに挿入するときは、無理な力を加えないでください。 

オプティカルドライブ内のディスクへの書き込みが行われているときは、キーボードから入力した 
り、コンピューターを移動したりしないでください。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作で 
す。 


バッテリのみを電源として使用している場合は、メディアに書き込む前にバッテリが十分に充電され 
ていることを確認してください。 

高温または多湿の場所にドライブを放置しないでください。 

ドライブに洗剤などの液体を垂らさないでください。また、ドライブに直接、液体クリーナーなどを 
吹きかけないでください。 

ドライブベイからのドライブの取り外し、ドライブの持ち運び、郵送、保管などを行う前に、ドラ 
イブからメディアを取り出してください。 

ドライブを郵送するときは、発泡ビニールシートなどの緩衝材で適切に梱包し、梱包箱の表面に 
「コワレモノー取り扱い注意」と明記してください。 

ドライブを磁気に近づけないようにしてください。磁気を発するセキュリティ装置には、空港の金属 
探知器や金属探知棒が含まれます。空港の機内持ち込み手荷物をチェックするベルトコンベアなど 
のセキュリティ装置は、磁気ではなく X線を使用してチェックを行うので、ドライブには影響しませ 
ん。 
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オプティカルドライブ 

この コンピューターには、コンピューター の 機能を拡張するオプティカルドライブが搭載されてい 
ます。オプティカルドライブを使用すると、データディスクを読み取ったり、音楽や動画を再生し 
たりできます。 この コンピューターにブルーレイディスク （ BD ) ROM ドライブが搭載されている場 
合は、 HD 対応動画を再生することもできます。 

取り付けられているオプティカルドライブの確認 

外付けオプティカルドライブを確認するには、以下の操作を行います。 

[スタート]—*■[コンピューター ] の順に選択します。 

コンピューターに取り付けられているすべてのドライブの一覧が表示されます。 

2. コンピューターに取り付けられているオプティカルドライブを確認します。コンピューターに 
取り付けられているオプティカルドライブは、以下のどれかになります。 


W 注記： コンピューターによっては、下記の一部のドライブがサボートされていない場合があり 
ます。 


• LightScribe DVD ± RW / R および CD - RW コンボドライブ （2 層記録 ( DL ) 対応） 

• スーパーマルチ DVD 土 RW 対応ブルーレイ ROM ドライブ （2 層記録 ( DL ) 対応） 

• LightScribe スーパーマルチ DVD ± RW 対応ブルーレイ ROM ドライブ （2 層記録 （ DL ) 対 

応） 

オプティカルディスクの使用 


△ 注意： オーディオまたはビデオの劣化や、情報または再生機能の損失を防ぐため、 CD や DVD の読 
み取または書き込みをしている匕きにス プまたはハイバネーシヨンを開始しなしヽでくださし 

DVD - ROM などのオプティカルドライブは、オプティカルディスク （ CD および DVD ) に対応して 
います。これらのディスクには、音楽、写真、および動画などの情報を保存します。オプティカル 
ドライブがブルーレイディスク ROM ドライブであれば、ブルーレイディスクの読み取りもできま 
す。 


啟 注記： コンピューターによっては、下記の一部のドライブがサポートされていない場合がありま 
す。 


オプティカルドライブ 
の種類 

CD-RW への書き込み 

DVD±RW/R への書き 

込み 

DVD+RW DL への書 

き込み 

LightScribe CD または 
DVD±RW/R へのラベルの 
書き込み 

ス _ パーマルチ/ 
LightScribe DVD±RW 
および CD - RW コンボ 
(2 層記録 （ DL ) 対 
応） 

はい 

はい 

はい 

はい 
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オプティカルドライブ CD-RW への 書き込み DVD±RW/R への 書き DVD+RW DL への 書 LightScribe CD または 
の 種類 込み き込み DVD±RW/R への ラベルの 

書き込み 


LightScribe スーパーマはい はい はい はい 

ルチ DVD ± RW 対応ブ 
ルーレイ ROM ドライ 
ブ （2 層記録 （ DL ) 対 
応） 


スーパーマルチ DVD はい はい はい いいえ 

± RW 対応 ブルー レイ 
ROM ドライブ （2 層 
記録 ( DL ) 対応） 


正しいディスク （ CD 、 DVD 、 および BD ) の選択 

デジタルデータの保存に使用される CD は商用の録音にも使用されますが、個人的に保存する必要が 
ある場合にも便利です。 DVD および BD は、主に動画、ソフトウェア、およびデータのバックアップ 
のために使用します。 DVD と BD のフォームファクターは CD と同じですが、容量ははるかに大き 
<なります。 


歐 注記： オプティカルドライブによっては、一部のオプティカルディスクに対応していない場合が 

あります 

CD - R ディスク 

CD-R ディスク（一度だけ書き込みが可能な CD) は、長期保存用のアーカイブを作成したり、ファイ 
ルを共有したりするときなどに使用します。通常は、以下の用途で使用します。 

• サイズの大きいプレゼンテーションの配布 

• スキャンした写真やデジタル写真、動画クリップ、および書き込みデータの共有 

• 独自の音楽 CD の作成 

• コンピューターのファイルやスキャンした記録資料などの恒久的なアーカイブの保存 

• ディスク領域を増やすためのハードドライブからのファイルのオフロード（移動） 

CD - RW ディスク 

CD-RW ディスク（再書き込みが可能な CD) は、頻繁なアップデートが必要なサイズの大きいプロ 
ジェクトを保存するときに使用します。通常は、以下の用途で使用します。 

• サイズの大きいドキュメントやプロジェクトファイルの開発および管理 


• 作業ファイルの転送 


• ハードドライブファイルの毎週のバックアップの作成 

• 写真、動画、オーディオ、およびデータの継続的な更新 


DVD ± R ディスク 


DVD 土 R ディスクは、大量の情報を恒久的に保存するときに使用します。データを記録した後は、デー 
夕を削除したり追加で書き込んだりすることはできません。 
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DVD±RW ディスク 

前に保存したデータを削除または上書きするには、 DVD 土 RW ディスクを使用します。この種類のディ 
スクは、変更できない CD または DVD に書き込む前にオーディオや動画の記録テストをする場合に 
最も適しています。 

LightScribe DVD+R ディスク 

LightScribe DVD+R ディスクは、データ、ホームビデオ、および写真を共有または保存するときに 
使用します。このディスクは、ほとんどの DVD-ROM ドライブや DVD ビデオプレーヤーでの読み取 
りに対応しています。 LightScribe が有効なドライブと LightScribe ソフトウェアを使用すると、ディ 
スクにデータを書き込むのみでなく、ディスクの外側にラベルをデザインして追加することもできま 
す。 


ブルーレイディスク （ BD) 


m 注記： ブルーレイは新しい技術を採用した新しいフォーマツトです。一部のディスク、デジタル接 
続、互換性、およびパフォーマンスに問題が発生する可能性がありますが、製品自体の欠陥ではあり 
ません。すべてのシステム上での完全な再生は保証されていません。 


BD は、 HD 対応動画などのデジタル情報を保存するための高密度オプティカルディスク フォーマツ 
卜です。 1 枚の 1 層式ブルーレイディスクで 25 GB まで保存でき、これは 4.7 GB の 1 層式 DVD の 
5 倍以上の容量です。 2 層式のブルーレイディスクでは 1 枚で 50 GB まで保存でき、これは 8.5 GB 
の 2 層式 DVD の 6 倍近くの容量になります。 

通常は、以下の用途で使用します。 

• 大量のデータの保存 


• HD 対応動画の再生および保存 


• ビデオ ゲーム 

CD 、 DVD 、 または BD の再生 

オプティカルディスクを再生するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源を入れます。 

2. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態にします。 

3. トレイを引き出します（2)。 

4. ディスクは平らな表面に触れないように縁を持ち、ディスクのラベル面を上にしてトレイの回転 
軸の上に置きます。 


歐 注記： ディスクトレイが完全に開かない場合は、ディスクを注意深く傾けて回転軸の上に置 
いてください。 


5. 確実に収まるまでディスクをゆっくり押し下げます （ 3 )。 

6. ディスクトレイを閉じます。 
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自動再生の動作を設定していない場合は、[自動再生]ダイアログボックスが表示され、メディアコ 
ンテンツの使用方法を選択するように要求されます。詳しくは、「自動再生の設定」を参照してくだ 
さい。 


歐 注記： 最適な状態で使用するために、 BD の再生中は AC アダプターを外部電源に接続しているこ 

とを確認してくださし、。 


自動再生の設定 

自動再生を設定するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート] — [既定のプログラム] — [自動再生の設定の変更]の順に選択します。 

2. [すべてのメディアとデバイスで自動再生を使う]チェックボックスにチェックが入っていること 
を確認します。 

3. [初期設定を選択する]をクリックし、一覧に表示されている各メディアの種類から、使用可能な 
オプションのどれかを選択します。 

歐 注記： DVD メディアを再圣する場合は [HP MediaSmiTrt] を選択 P ます。 

4. [保存]をクリックします。 

自動再生について詳しくは、[ヘルプとサボート]を參照してください。 

DVD の地域設定の変更 

A 注意: DVD ドライブの地域設定は、5回まで変更できます。 

5回目に選択した地域設定が、 DVD ドライブの最終的な地域設定になります。 

上'ラ1ブ T 地域 を変更！きる残りの回数か!^ [ DVD 地域]タブに表示されます。 

著作権で保護されているファイルを使用する多くの DVD には地域コードがあります。地域コードに 
よって著作権は国際的に保護されます。 

地域コードがある DVD を再生するには、 DVD の地域コードが DVD ドライブの地域の設定と一致し 
ている必要があります。 
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オペレーティングシステムで地域設定を変更するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]4[コントロールパネル]4[システムとセキュリティ]の順に選択します。 

2. [システム]領域の[デバイスマネージャー]をクリックします。 


啟 注記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユー亍イリテイの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳し 
くは、 Windows の [ヘルプと サボート]を參照してください。 


3. [DVD/CD-ROM ドライブ]を展開し、取り付けられているドライブをすべて表示します。 

4. 地域設定を変更する DVD ドライブを右クリックして、次に[プロパティ]をクリックします。 

5. [DVD 地域]タブをクリックして、設定を変更します。 

6. [OK] をクリックします。 

著作権に関する警告 

コンピュータープログラム、映画や映像、放送内容、録音内容など、著作権によって保護されたも 
のを許可なしにコピーすることは、著作権法に違反する行為です。コンピューターをそのような目的 
に使用しないでください。 


A 注意： 情報の損失またはディスクの損傷を防ぐため、以下の注意事項を必ず守ってください。 

ディスクに書き込む前に、コンピューターを安定した外部電源に接続してください。コンピューター 
がノ '(ッテリ電源で動作しているときは、ディスクに書き込まないでください。 

ディスクに書き込む前に、使用しているディスクソフトウェア以外は、開いているすべてのプログ 
ラムを閉じてください。 


コピー元のディスクからコピー先のディスクへ、またはネットワークドライブからコピー先のディ 
スクへ直接コピーしないでください。その情報をハードドライブに保存し、次にハードドライブから 
コピ_先のディスクに書き込みます。 

ディスクへの書き込み中にキ _ ボ _ ドを使用したり、コンピュ _ 夕 _ を移動したりしないでくださ 
い。書き込み処理は振動の影響を受けやすい動作です。 


コンピューターに付属しているソフトウェアの使用について詳しくは、ソフトウェアの製造元の説明 
書を参照してください。これらの説明書は、ディスクに収録されていたり、ソフトウェアのヘルプに 
含まれていたり、またはソフトウェアの製造元の Web サイトで提供されていたりする場合がありま 
す。 

CD または DVD のコピー 

CD または DVD をコピーするには、以下の操作を行います。 

1. [スタート] — [すべてのプログラム] — [CyberLink DVD Suites] (CyberLink DVD スイート） 
—[Power2Go] の順に選択します。 

2. コピーするディスクをオプティカルドライブに挿入します。 

3. 画面右下の[コピー]をクリックします。 
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コピー元のディスクが読み取られ、そのデータがハードドライブの一時フォルダーにコピーされ 
ます。 

4. メッセージが表示されたら、コピー元のディスクをオプティカルドライブから取り出してか 
ら、空のディスクをドライブに挿入します。 

データがコピーされると、自動的にトレイが開いて作成したディスクが出てきます。 

CD または DVD の作成（書き込み） 


A 注意： 著作権に関する警告に従ってください。コンピュータープログラム、映画や映像、放送内 
容、録音内容など、著作権によって保護されたものを許可なしにコピーすることは、著作権法に違反 
する行為です。コンピューターをそのような目的に使用しないでください。 


このコンピューターに CD - RW 、 DVD - RW 、 または DVD 土 RW のオプティカルドライブが搭載されて 
いる場合は 、 [Windows Media Player ] または [CyberLink Power 2 Go ] などのソフトウェアを使用して、 
MP 3 や WAV 音楽ファイルなどのデータ、動画、およびオーディオファイルを書き込むことができ 
ます。 

CD または DVD に書き込むときは、以下のガイドラインを參照してください。 

• ディスクに書き込む前に、開いているファイルをすべて終了し、すべてのプログラムを閉じま 
す。 

• オーディオファイルの書き込みには CD - R または DVD - R が最適です。これはデータがコピーさ 
れた後、変更ができないためです。 


歐 注記： [CyberLink Power2Go] では、オーディオ DVD を作成できません。_ 

• ホームステレオや力ーステレオによっては CD-RW を再生できないものもあるため、音楽 CD 
の書き込みには CD-R を使用します。 

• 通常、 CD-RW または DVD-RW は、データファイルの書き込みや、変更できない CD または 
DVD に書き込む前のオーディオまたはビデオ録画のテストに最適です。 

• 家庭用のシステムで使用される DVD プレーヤーは、すべての DVD フォーマットに対応している 
わけではありません。対応しているフォーマットの一覧については、 DVD プレーヤーに付属の 
説明書を参照してください。 

• MP3 ファイルは他の音楽ファイル形式よりファイルのサイズが小さく、 MP3 ディスクを作成す 
るプロセスはデータファイルを作成するプロセスと同じです。 MP3 ファイルは、 MP3 プレー 
ヤーまたは MP3 ソフトウェアがインストールされているコンピューターで再生できます。 

CD または DVD にデータを書き込むには、以下の操作を行います。 

1. 元のファイルを、ハ _ ドドライブのフォルダ _ にダウンロードまたはコピ _ します。 

2. 空の CD または DVD をオプティカルドライブに挿入します。 

3. [スタート] — [すべてのプログラム]の順に選択し、使用するソフトウヱアの名前を選択します。 


歐 注記ぺ サブフォルダーに含\まれているプログラムもあ^ます。 

4. 作成する CD または DVD の種類（データ、オーディオ、またはビデオ）を選択します。 

5. [スタート]を右クリックしてから[エクスプローラーを開く]をクリックし、元のファイルを保存 
したフォルダーに移動します。 
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6. フォルダーを開き、空のオプティカルディスクのあるドライブにファイルをドラッグアンド 
ドロップします。 

7. 選択したプログラムの説明に沿って書き込み処理を開始します。 

手順について詳しくは、それぞれのソフトウェアの製造元の説明書を参照してください。これらの説 
明書は、ソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録されていたり、またはソフトウェアの製造 
元の Web サイトで提供されていたりする場合があります。 


CD 、 DVD 、 または BD の取り出し 



〇 


オプティカルディスクを取り出すには、以下の操作を行います。 

1. ドライブのフロントパネルにあるリリースボタン （1) を押して、ディスクトレイが少し押し 
出された状態にします。 

2. 完全に開くまでトレイをゆっくりと引き出します（2)。 

3. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。 ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

m トレイが完全に開かない場吾は、ディスクを注意深く傾けて取り出してぐナ£さ1^7 _ 

4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 
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外付けドライブの使用 

外付けのリムーバブルドライブを使用すると、情報の保存方法や情報へのアクセス方法が増えま 
す。 USB マウスは、別売のドッキングデバイスまたは別売の拡張製品のコネクタを使用してシステ 
ムに接続できます。 

USB ドライブには、以下のような種類があります。 

• 1.44 MB フロッピーディスクドライブ 

• ハードドライブモジュール（アダプターが装備されているハードドライブ） 

• DVD - ROM ドライブ 

• DVD / CD - RW コンボドライブ 


DVD 土 RW および CD-RW コンボ ドライブ 


必要なソフトウェアやドライバー、および使用するコンピューターのコネクタの種類について詳しく 
は、デバイスに付属の説明書を参照してください。 

外付けドライブをコンピューターに接続するには、以下の操作を行います。 

A 瘦 S が損傷する Y とを防ぐため、別電源示必要なドライブを接続するどきは、〒'ライブの電 

源コードが接続されていないことを確認してくぢさし、」 

1. ドライブをコンピューターに接続します。 

2. 外部電力を使用するドライブを接続する場合は、そのドライブの電源コードを アース 付き電源コ 
ンセントに接続します。 

外部電力を使用するドライブを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターからドライブを取り外します。 

2. 外部電源コードを抜きます。 
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ハードドライブパフオーマンスの向上 

[ディスク デフラグ]の使用 

コンピューターを使用しているうちに、ハードドライブ上のファイルが断片化されてきます。[ディス 
クデフラグ]を行うと、ハードドライブ上の断片化したファイルやフォルダーを集めてより効率よく 
作業を実行できるようになります。 

[ディスクデフラグ]は、いったん開始すれば動作中に操作する必要はありません。ハードドライブの 
サイズと断片化したファイルの数によっては、[ディスクデフラグ]の完了まで1時間以上かかること 
があります。夜間やコンピューターにアクセスする必要のない時間帯などに実行されるようにしま 
す。 

少なくとも1か月に1度、ハードドライブのデフラグを行うことをおすすめします。[ディスクデフ 
ラグ]を1か月に1度実行するように設定した場合でも、手動でいつでもコンピューターのデフラグを 
実行できます。 

[ディスクデフラグ]を実行するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム] 4 [アクセサリ] 4 [システム ツール]4 [ディスクデフラグ] 
の順に選択します。 

2. [ディスクの最適化]をクリックします。 


歐 注記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウヱアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳し 
くは、[ヘルプとサボート]を参照してくださし、。 


詳しくは、[ディスクデフラグ]ソフトウェアのヘルプを參照してくださし、。 

[ディスククリーンアップ]の 使用 

[ディスククリーンアップ]を行うと、ハードドライブ上の不要なファイルが検出され、それらのファ 
イルが安全に削除されてディスクの空き領域が増し、より効率よく作業を実行できるようになりま 
す。 

[ディスククリーンアップ]を実行するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]4[アクセサリ]4[システムツール]—[ディスククリーン 
アップ]の順に選択します。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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メインハードドライブベイ内のドライブの交換 


△ 注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、以下の点に注意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてく 
ださい。コンピューターの電源が入つているときや、スリープまたはハイ/《ネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャッ 
トダウンします。 

菡 注記： メインハードドライブベイのカバーには「1」、セカンダリハードドライブベイのカバー 
には「2」土印;^つけられています」 

メインハードドライブを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けハードウヱアデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターのハードドライブベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定 
した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブカバーの5つのネジ （1) を取り外します。 

8. ハードドライブカバーを持ち上げて（2)、コンピューターから取り外します。 





9. ハードドライブの4つのネジ （1) を取り外します。 
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10. ハードドライブを左方向にスライドさせて （2) ハードドライブの固定を解除し、ハードドライ 
ブをコンピューターから取り外します （3)。 



メインハードドライブを取り付けるには、以下の操作を行います。 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入します（1)。 

2. ハードドライブを右方向にスライドさせて、ハードドライブを固定します（2)。 

3. ハードドライブの4つのネジ （3) を取り付けます。 



4. ハードドライブカバーのタブを、コンピューターのくぼみに合わせます （1)。 

5. メモリモジュールコンパートメントカバーを閉じます （2)。 
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6 . 


ハードドライブカバ_のネジ （3) を締めます。 


(§)@@ 



7. バッテリを取り付けなおします。 

8. コンピューターを元の向きに戻します。 

9. 外付けデバイスをコンピューターに接続します。 

10. コンピューターを外部電源に接続します。 

11. コンピューターの電源を入れます。 
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セカンダリハードドライブベイ内のドライブの交換 


△ 注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、以下の点に注意してください。 

ハードドライブベイからハードドライブを取り外す前に、コンピューターをシャットダウンしてく 
ださい。コンピューターの電源が入っているときや、スリープまたはハイパネーシヨン状態のときに 
は、ハードドライブを取り外さないでください。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源ボタ 
ンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手順でシャッ 
トダウンします。 

& 注記： メイン ハー ドドライブベイのカバーには「1」、セカンダリ ハー ドドライブベイのカバー 
には「2」と印がつけられています。 

コンピューターには、セカンダリハードドライブベイが装備されています。このベイは空けておく 
ことも、セカンダリハードドライブを装着することもできます。 

セカンダリハードドライブを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コン ピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

3. コンピューター に接続されているすべての外付け ハー ドウ ヱア デバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターのハードドライブベイが手前を向くようにしてコンピューターを裏返し、安定 
した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 

7. ハードドライブカバーの5つのネジ （1) を取り外します。 

8. ハードドライブカバーを持ち上げて（2)、コンピューターから取り外します。 
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9. ハードドライブの 4 つのネジ （1) を取り外します。 

10. ハードドライブを左方向にスライドさせて （2) ハードドライブの固定を解除し、ハードドライ 
ブをコンピューターから取り外します（3)。 



セカンダリハードドライブを取り付けるには、以下の操作を行います。 

1. ハードドライブをハードドライブベイに挿入します（1)。 

2. ハードドライブを右方向にスライドさせて、ハードドライブを固定します（2)。 
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3. ハードドライブの 4 つのネジ （3) を取り付けます。 



4. ハードドライブカバーのタブを、コンピューターのくぼみに合わせます（1)。 

5. メモリモジュールコンパートメントカバーを閉じます（2)。 

6. ハードドライブカバーのネジ （3) を締めます。 





7. バッテリを取り付けなおします。 

8. コンピューターを元の向きに戻します。 
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9. 外付けデバイスをコンピューターに接続します。 

10. コンピューターを外部電源に接続します。 

11. コンピューターの電源を入れます。 
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USB (Universal Serial Bus ) デバイスの使用 

USB (Universal Serial Bus ) コネクタを使用して、 USB キーボード、マウス、ドライブ、プリン 
ター、スキャナー、ハブなどの別売の外付けデバイスを、コンピューターまたは別売の拡張製品に接 
続します。 

USB デバイスには、追加サポートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイスに 
付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、ソフトウェアの製造元の操作説明 
書を參照してください。 

コンピューターには3つの USB コネクタがあり 、 USB 1.0 、 USB 1.1、および USB 2.0 の各デバイ 
スに対応しています。 USB コネクタをさらに追加するには、別売のハブまたは別売の拡張製品を取り 
付けます。 

USB デバイスの接続 


A 注意 USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを接続するときは無理な力を加えないでく 

ださい。 


USB デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの USB ケーブルを USB コネクタに接続し 
ます。 



USB デバイスが検出されると音が鳴ります。 


& 注記： USB デバイスを初めて接続した場合は、タスクバーの右端の通知領域に[デバイスドライ 
バーソフトウェアをインストールしています1というメッセージが表示されます。 
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USB デバイスの取り外し 


△注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、 「USB デバイスの取り外し」の手順に沿って 
操作してください。 

注意： USB コネクタの損傷を防ぐため、 USB デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張らない 
でください。 


USB デバイスを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. タスクバーの右端の通知領域にある[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイ 
コンをクリックします。 

タスクバーに[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示するには、 
[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をクリックし 
ます。 

2. 一覧からデバイス名をクリックします。 

デバイスを安全に取り外すことができるというメッセージが表示されます。 

3. デバイスを取り外します。 


eSATA デバイスの使用 

eSATA コネクタを使用して、 eSATA 外部ハードドライブなどの別売の外付けデバイスを、高性能な 
eSATA コンポーネントに接続します。 

eSATA デバイスには、追加サボートソフトウェアを必要とするものがありますが、通常はデバイス 
に付属しています。デバイス固有のソフトウェアについて詳しくは、ソフトウェアの製造元の操作説 
明書を参照してください。これらの説明書は、ソフトウェアに含まれていたり、ディスクに収録され 
ていたり、ソフトウェアのヘルプに含まれていたり、またはソフトウェアの製造元の Web サイトで 
提供されていたりします。 


歐 注記： eSATA コネクタは、別売の USB デバイスもサボートしています。 

eSATA デバイスの接続 


A 注意： eSATA コネクタの損傷を防ぐため、 eSATA デバイスを接続するときは無理な力を加えない 
でください。 


eSATA デバイスをコンピューターに接続するには、デバイスの USB ケーブルを eSATA コネクタに 
接続します。 
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eSATA 



デバイスがコンピューターに接続されると音が鳴ります。 

eSATA デバイスの取り外し 


△ 注意： 情報の損失やシステムの応答停止を防ぐため、 「eSATA デバイスの取り外し」の手順に沿つ 
て操作してください。 

注意： eSATA コネクタの損傷を防ぐため、 eSATA デバイスを取り外すときはケーブルを引っ張ら 
ないでください。 


eSATA デバイスを取り外すには、以下の操作を行います。 

1. タスク/《一の右端の通知領域にある[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイ 
コンをクリックします。 

タスクバーに[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示するには、 
[隠れているインジケーターを表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をクリックし 
ます。 

2. 一覧からデバイス名をクリックします。 

デバイスを安全に取り外すことができるというメッセージが表示されます。 

3. デバイスを取り外します。 
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8 外付けメディアカード 


メディアカードの使用 

別売のメディアカードは、データを安全に格納し、簡単にデータを共有できる力ードです。これら 
の力ードは、他のコンピューター以外にも、デジタルメディア対応のカメラや PDA などで使用され 
ます。 

お使いのコンピューターのメディアカードスロットは、以下のフォーマットのメディアカードに 
対応しています。 

• メモリースティック （ MS ) 

• メモリースティック PRO ( MS - PRO ) 

• マルチメディアカード （ MMC ) 

• SD (Secure Digital ) メモリーカード 

• SDHC (Secure Digital High Capacity ) メモリーカード 

• xD ピクチャーカード （ XD ) 

• xD ピクチャーカード ( XD ) Type H 

• xD ピクチャーカード ( XD ) Type M 

メディアカードの挿入 

△ 注意： メデ^ 7 アカードまたはコン" F ■ューターの損傷を防ぐ€め、メディアス5卜にはとのよう 

なアダプターも挿入しないでください。 

注意： メディアカードコネクタの損傷を防ぐため、メディアカードを挿入するときには、無理 
交力を加えないでく笆さし；^ 

1. メディアカードのラベルを上にし、コネクタをコンピューター側に向けて持ちます。 
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2 . 


メディアスロットに力ードを揷入し、力ードがしっかりと収まるまで押し込みます。 



デバイスが検出されると音が鳴り、オプションのメニューが表示されます。 

メディアカードの取り出し 

A 注意: 情報の損失や5ステムの)^答停正を防ため、了フデ7アカードの取り出し」の手順に沿つ 

て操作してください。 

啟 注記： データ転送を停止するには、オペレーティングシステムの[コピー中]ウィンドウで[キャン 
セル]をク0クしま 

メディアカードを取り出すには、以下の操作を行います。 

1. 情報をすべて保存し、メディアカードに関連するすべてのプログラムを閉じます。 

2. タスク/《一の右端の通知領域にある[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイ 
コンをクリックします。 

タスクバーに[ハードウエアを安全に取り外してメディアを取り出す]アイコンを表示するには、 
[隠れているインジケ_夕_を表示します]アイコン（通知領域の左側にある矢印）をクリックし 
ます。 

3. 一覧からメディアカード名をクリックします。 

ハードウエアデバイスを安全に取り外すことができるというメッセージが表示されます。 

4. メディアカードを押して固定を解除し（1)、力ードを引いてスロットから取り出します（2)。 
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9 


メモリモンューノレ 


コンピューターの裏面には、1つのメモリモジュールコンパートメントが装備されています。コン 
ピューターのメモリを増設するには、空いている拡張メモリモジュールスロットにメモリモジュー 
ルを追加するか、メインメモリモジュールスロットに装着されているメモリモジュールを交換し 
ます。 


△警告！ 感電や装置の損傷を防ぐため、電源コードとすべてのバッテリを取り外してからメモリモ 
ジュールを取り付けてください。 

A 注意： 静電気 ( ESD) によって電子部品が損傷します。作業を始める前に、アースされた金属面に 
触るなどして、身体にたまった静電気を放電してください。 

歐 注記： 2つめのメモリモジュールを追加してデュアルチャネル構成を使用する場合は、2つのメ 
モリモ '：； ュー七を必ず同じ種類およ0同じ速度にしてくださし'^ 

メモリモジュールを追加または交換するには、以下の操作を行います。 

1. 必要なデータを保存します。 

2. コンピューターをシャットダウンし、ディスプレイを閉じます。 

コンピューターの電源が切れているかハイパネーシヨン状態なのかわからない場合は、まず電源 
ボタンを押してコンピューターの電源を入れます。次にオペレーティングシステムの通常の手 
順でシャットダウンします。 

3. コンピューターに接続されているすべての外付けデバイスを取り外します。 

4. 電源コンセントから電源コードを抜きます。 

5. コンピューターを裏返して安定した平らな場所に置きます。 

6. コンピューターからバッテリを取り外します。 

メモリモジュールコンパ _ トメントの 5 つのネジ （1) を取り外します。 
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8. メモリモジュールコンパートメントカバ _ を持ち上げて （2) コンピュータ _ から取り外しま 
す 0 





9. メモリモジュールを交換する場合は、以下の要領で、装着されているメモリモジュールを取り 
外します。 


a . メモリモジュールの両側にある留め具を左右に引っ張ります （1)。 

メモリモジュールが少し上に出てきます。 

A 注意 ： _ メモ可モ亏ュー冗る損傷を防@め、メモリモジュを扱う^きは必ず左右の 

端を持ってください。メモリモジュールの端子部分には触らないでください。 
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b . メモリモジュールの左右の端の部分を持って、そのままゆっくりと斜め上に引き抜いて 
(2) 取り外します。 



取り外したメモリモジュールは、静電気の影響を受けない容器に保管しておきます。 
10. 以下の要領で、新しいメモリモジュールを取り付けます。 


△注意： メモリモジュールの損傷を防ぐため、メモリモジュールを扱うときは必ず左右の端を 
持ってください。メモリモジュールの端子部分に触ったり、メモリモジュールを折り曲げたり 
しないように注意してください。 


a . メモリモジュールの切り込みとメモリモジュールスロットのタブ （1) を合わせます。 

b . しっかりと固定されるまでメモリモジュールを45°の角度でスロットに押し込み、所定の 
位置に収まるまでメモリモジュールを押し下げます （2)。 
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C. カチッと音がして留め具がメモリモジュールを固定するまで、メモリモジュールの左右の 
端をゆつくりと押し下げます （3)。 



11. メモリモジュールコンパートメントカバーのタブ （1) を、コンピューターのくぼみに合わせ 
ます。 

12. メモリモジュールコンパートメントカバーを閉じます（2)。 

13. メモリモジュールコンパートメントの 5 つのネジ （3) を差し込んで締めます。 





14. パ'ッテリを取り付けなおします。 

15. コンピューターを元の向きに戻します。 
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16. 外付けデバイスをコンピューターに接続します。 

17. コンピューターを外部電源に接続します。 

18. コン ピューターの電源を入れます。 
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10 セキュリティ 


コンピューターの保護 

Windows オペレーティングシステムおよび Windows 以外のセットアップユー亍ィリティによって 
提供される標準のセキュリティ機能により、個人設定およびデータをさまざまなリスクから保護でき 
ます。 

このガイドに記載されている手順を実行して、以下の機能を使用します。 

• パスワード 

• ウィルス対策ソフトウェア 

• フアイアウォールソフトウェア 

• 緊急セキュリティアップデート 

• 別売のセキュリティロックケーブル 

• 指紋認証システム（一部のモデルのみ） 

m asT セキュリティソリュー'ヲヨンは、抑止効果を発揮する^:を目商として設計されています 

が、ソフトウェアによる攻撃、またはコンピューターの盗難や誤った取り扱いを完全に防ぐものでは 
ありません。 


注記： コンピューターをサポートあてに送付する場合は、事前にすべてのパスワードと指紋設定を 
削除してください。 




コンピューターでの危険性 

セキュリティ機能 

コンピューターの不正な使用 

電源投入時パスワード 

コンピューターウイルス 

[Norton Internet Security] ソフトウェア 

データへの不正なアクセス 

• ファイアウオールソフトウェア 

• Windows Update 

セットアップユー亍イリテイ、 BIOS 設定、およびその他の 
システム識別情報への不正アクセス 

管理者パスワード 

コンピューターへの現在または将来の脅威 

Microsoft からの緊急セキュリティアップデート 

Windows ユーザーアカウントへの不正なアクセス 

ユーザーパスワード 

コンピューターの不正な移動 

セキュリティロックケーブル用スロット（別売のセキュリ 
ティロックケーブルとともに使用） 
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パスワードの使用 

パ スワー ドとは、お使いのコンピューターの情報を保護するために選択する文字列です。情報への ア 
クセスの制御方法に応じてさまざまな種類のパ スワー ドを選択できます。パ スワー ドは、 Windows、 
およびコンピューターにプリインストールされている Windows には依存しない セッ ト アップ ユー 
亍イリティで設定します。 


△注意： コンピューターがロックされないように、設定したパスワードをすべて書き留めてくださ 
し、。ほとんどのパスワードは設定、変更、削除するときに表示されないため、パスワードをすぐに書 
き留め、他人の目にふれない安全な場所に保管する必要があります。 


セットアップユーティリティ機能と Windows セキュリティ機能の両方で同じパスワードを使用しま 
す。複数のセットアップユーティリティ機能で同じパスワードを使用できます。 

セットアップユーティリティでパスワードを設定するには、以下の点に注意してください。 

• 最長8文字までで英数字を組み合わせます。パスワードでは大文字と小文字が区別されます。 

• セットアップユーティリティのプロンプトでパスワードを入力します。 Windows に設定される 
パスワードは、 Windows プロンプトで入力する必要があります。 

パスワードを安全な方法で作成して保存するには、以下の点に注意してください。 

• プログラムの要件に従う 

• パスワードを書き留めておき、コンピューターから離れた他人の目にふれない安全な場所に保管 
する 

• パスワードをコンピューター上のファイルに保存しない 

• 部外者が簡単に知ることができる名前などの個人情報を使用しない 

スクリーンセーバーのパスワードなど、 Windows のパスワードについては、[スタート]—^[ヘルプと 
サボート]の順に選択してください。 

Windows でのパスワードの設定 


パスワード 

機能 

管理者パスワード 

管理者レベルのデータへのアクセスを保護します 

注記： このパスワードは、セットアップユーティリティの 
データへのアクセスには使用できません 

ユーザーパスワード 

Windows ユーザーアカウントへのアクセスを保護します。 
コンピューターのデータへのアクセスも保護します。スリー 
プまたはハイバネーシヨンを終了するときに入力する必要が 
あります 
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セットアップユーテイリテイでのパスワードの設定 


パスワード 

機能 

管理者パスワード 

• セットアップユーティリティへのアクセスを保護しま 

す 


• パスワードの設定後は、セットアップユーティリティ 

にアクセスするたびにこのパスワードを入力します 


注意： 管理者パスワードを忘れた場合は、セットアップ 
ユーティリティにアクセスできません 

電源投入時パスワード 

• コンピューターのデータへのアクセスを保護します 


• パスワード設定後は、コンピューターの電源投入時、再 
起動時、またはハイバネーシヨンの終了時には必ずこの 
パスワードを入力する必要があります 


注意： 電源投入時パスワードを忘れると、コンピューター 
の電源を入れることも、再起動も、ハイバネーシヨンの終了 
もできなくなります 


パスワードについて詳しくは、「管理者パスワード」または「電源投入時パスワード」を参照してく 
ださい。 

管理者パスワード 

管理者パスワードは、セットアップユーティリティ内の設定値とシステム識別情報を保護します。 
パスワードの設定後は、セットアップユーティリティにアクセスするたびにこのパスワードを入力 
する必要があります。 

その管理者パスワードは、 Windows で設定した管理者パスワードで置き換えができず、設定、入力、 
変更、または削除時に表示されません。必ずパスワードを書き留め、安全な場所に保管してくださ 
い。 
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管理者パスワードの管理 

パスワードを設定、変更、および削除するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されているとき 
に、 flO キーを押します。 

または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユー亍ィリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Startup Menu ] というメッセージが表示されているとき 
に、 esc キーを押します。 [Startup Menu ] (スタートアップ メニュー) が表示されたら、 H 0 キー 
を押します。 

2. 矢印キーを使用して [ Security ] (セキュリティ設定）— • [Set Administrator Password ] (管理 

者パスワードの設定）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 管理者パスワードを設定するには、 [Enter New Password ] (新しいパスワードの入力）お 
よび [Confirm New Password ] (新しいパスワードの確認）フィールドにパスワードを入力 
し、 enter キーを押します。 

• 管理者パスワードを変更するには、 [Enter Current Password ] (現在のパスワードの入力） 
フィールドに現在のパスワードを入力し、 [Enter New Password ] および [Confirm New 
Password ] フィールドに新しいパスワードを入力し、 enter キーを押します。 

• 管理者パスワードを削除するには、 [Enter Password ] (パスワードの入力）フィールドに現 
在のパスワードを入力し、 enter キーを4回押します。 

3. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] (終 
了 ） -^[Exit Saving Changes ] (変更を保存して終了）の順に選択します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

管理者パスワードの入力 

[Enter Password ] 画面が表示されたら、管理者パスワードを入力して enter キーを押します。3回続け 
て間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動し、入力しなおします。 

電源投入時パスワード 

電源投入時パスワードは、コンピューターが不正に使用されることを防ぎます。パスワード設定後 
は、コンピューターの電源投入時、再起動時、またはハイパネーシヨンの終了時には必ずこのパス 
ワードを入力する必要があります。電源投入時パスワードは、設定、入力、変更、または削除する場 
合に表示されません。 
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電源投入時パスワードの管理 

電源投入時パスワードを設定、変更、および削除するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Start 叩 Menu ] というメッセージが表示されているとき 
に、 flO キーを押します。 

または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。画 
面の左下隅に [Press the ESC key for Start 叩 Menu ] というメッセージが表示されているとき 
に、 esc キーを押します。 [Startup Menu ] (スタートアップメニュ ー) が表示されたら、 flO キー 
を押します。 

2. 矢印キーを使用して [ Security ] (セキュリティ設定 ）— •[Set Power-On Password ] (電源投入 
時パスワードの設定）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 電源投入時パスワードを設定するには、 [Enter New Password ] (新しいパスワードの入 
力）および [Confirm New Password ] (新しいパスワードの確認）フィールドにパスワード 
を入力し、 enter キーを押します。 

• 電源投入時パスワードを変更するには、 [Enter Current Password ] (現在のパスワードの入 
力）フィールドに現在のパスワードを入力し、 [Enter New Password ] および [Confirm 
New Password ] フィールドに新しいパスワードを入力し、 enter キーを押します。 

• 電源投入時パスワードを削除するには、 [Enter Current Password ] フィールドに現在のパス 
ワードを入力し、 enter キーを4回押します 0 

3. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] (終 
了 ） -^[Exit Saving Changes ] (変更を保存して終了）の順に選択します。 

変更した内容は、次回コンピューターを起動したときに有効になります。 

電源投入時パスワードの入力 

[Enter Password ] (パスワードの入力）画面が表示されたら、電源投入時パスワードを入力して 
enter キーを押します。3回続けて間違えて入力した場合は、コンピューターを再起動し、入力しなお 
します。 
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ウイルス対策ソフトウェアの使用 

コンピュ_夕_で電子メ _ルを使用するとき、またはネットワークやインターネットにアクセスする 
ときは、コンピュ_夕_がコンピュ_夕_ウィルスの危険にさらされます。コンピュ_夕_ウィル 
スに感染すると、オペレーティングシステム、プログラム、ユーティリティなどが使用できなくなっ 
たり、正常に動作しなくなったりします。 

ウィルス対策ソフトウェアを使用すれば、ほとんどのウィルスが検出、駆除されるとともに、通常、 
被害にあった箇所が修復されます。新しく発見されたウィルスからコンピューターを保護するには、 
ウイルス対策ソフトウエアを最新の状態にしておく必要があります。 


お使いのコンピューターには、ウイルス対策プログラムの [Norton Internet Security ] があらかじめイ 
ンストールされています。ソフトウェアには60日間の無料更新サービスが含まれています。延長更 
新サービスを購入し、60日以後も新しいウィルスからコンピューターを保護することをおすすめしま 
す。 [Norton Internet Security ] ソフトウェアの使用と更新、および延長更新サービスの購入の手順 
は、プログラム内から参照できます。 [Norton Internet Security ] を表示しアクセスするには、[スター 
卜]—>[すべてのプログラム ]— •[Norton Internet Security ] の順に選択します。 


コンピューターウイルスについて詳しくは、[ヘルプとサポート]の[検索]テキストフイールドに 
「ウイルス」と入力してください。 


フアイアウオールソフトウェアの使用 

コンピュ_夕一で電子メ _ルやネットワ_クを使用したりインタ_ネットにアクセスしたりする場 
合、第三者がコンピューターや個人用ファイルにアクセスしたり、使用者に関する情報を不正に取得 
してしまう可能性があります。プライバシを保護するため、コンピューターにプリインストールされ 
ているファイアウォールソフトウェアを使用してください。 


ネットワーク処理のログおよびレポート情報や、自動アラームなどのファイアウォール機能を使用し 
て、コンピューターでの送受信の流れを監視します。詳しくは、ファイアウォールの説明書を参照す 
るか、ファイアウォールの製造元に問い合わせてください。 


腎 注記： 特定の状況下では、ファイアウォールがインターネットゲームへのアクセスをブロックし 
たり、ネットワーク上のプリンターやファイルの共有に干渉したり、許可されている電子メールの添 
付ファイルをブロックしたりします。問題を一時的に解決するには、ファイアウォールを無効にして 
タスクを実行した後で、ファイアウォールを再度有効にします。問題を恒久的に解決するには、ファ 
イアウオ ルを再設定します。 
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緊急セキュリティアップデートのインストール 


△ 注意： Microsoft 社は、緊急アップデートに関する通知を配信しています。お使いのコンピューター 
をセキュリティの侵害やコンピューターウィルスから保護するため、通知があった場合はすぐに 
Microsoft 社からのすべてのオンライン緊急アップデートをインストールしてください。 


オペレーティングシステムやその他のソフトウェアに対するアップデートが、コンピューターのエ 
場出荷後にリリースされている可能性があります。すべての使用可能なアップデートが確実にコン 
ピューターにインストールされているようにするには、以下の操作を行います。 

• コンピューターのセットアップが完了したら 、 [Windows Update ] を実行します。[スタート] — 

[すべてのプログラム] — [Windows Update ] の順に選択すると表示されるアップデートリンク 
を使用します。 


• [Windows Update ] は毎月実行してください。 

• Window およびその他の Microsoft のプログラムのアップデートがリリースされるたびに、 
Microsoft 社の Web サイトおよび[ヘルプとサボート]のアップデートリンクから入手します。 

別売のセキュリティロックケーブルの接続 

m セキュリティロ孑クケーブルに抑止効果はありますが、コジ它ューターの盗難や誤った取 

り扱いを完全に防ぐものではありません。 

注記： セキュリティロックケーブル用スロットの位置は、コンピューターのモデルによって異な 
ります5 

セキュリティロックケーブルを取り付けるには、以下の操作を行います。 

1. 固定された物体にセキュリティロックケーブルを巻きつけます。 

2. 鍵 （1) をケーブルロック （2) に差し込みます。 

3. セキュリティロックケーブルをコンピューターのセキュリティロックケーブル用スロット 
(3) に差し込み、鍵をかけます。 
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指紋認証システムの使用（一部のモデルのみ) 


歐 注記： 指紋認証システムの位置は、コンピューターのモデルによって異なります。 







指紋認証システムの位置 

指紋認証システムは小さい金属製センサーで、以下のどれかの場所にあります。 

• タッチパッドの下部付近 

• キ_ボードの右側 

• ディスプレイの右上 

• ディスプレイの左側 

コンピューターのモデルによって、指紋認証システムは横向きの場合も縦向きの場合もあります。ど 
ちらの向きでも、金属製センサーと垂直に指を滑らせる必要があります。 

指紋の登録 

指紋認証システムでは、 Windows のパスワードの代わりに [DigitalPersona Personal ] ソフトウェアで 
登録しておいた指紋を使用して、 Windows にログオンできます。 

1つ以上の指紋を登録するには、以下の操作を行います。 

1. Windows で、通知領域にある [DigitalPersona Personal ] アイコンをクリックします。 

2. 起動時のテキストが表示されたら確認し、 [ Next ] (次へ）をクリックします。 

[Verify Your Identity ] (ユーザー情報の認証）ウィンドウが表示されます。 

3. Windows のパスワード（設定されている場合）を入力してから、 [ Next ] をクリックします。 
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彦 注記： Windows パスワードを設定していない場合、 [Protect Your Windows Account] 

(Windows アカウントの保護）ウィンドウが表示されます。ここで Windows パスワードを作成 
するか、 [ Next ] をクリックしてこの手順をスキップします。ただし、 Windows のパスワードを 
設定してお H と•^コン 匕ューターのセキュリ亍土機能を最大限に活用:^きます。 

[Fingerprint Registration Training] (指紋の登録の練習）ウィンドウが表示されます。 

4. デモ画面が表示されたら、 [ Next ] をクリックします。 

[Register a Fingerprint] (指紋の登録)ウィンドウが表示されます。 

5. 登録する指に対応する画面上の指をクリックします。 

次のウィンドウが表示されて、クリックした指の輪郭が緑色になります。 

6. 選択した指を指紋認証システムに押し当てて、ゆっくりと滑らせます。 

m aiBT 押し当てが正しく完了しない忑、押し当てが成功しなかっ石理由を説明するメッセージ 

が表示されます。 

注記： 良好な結果を得るため、指紋認証システムを使用するたびに同じ指を同じ方向に滑らせ 
てください。 

7 . 押し当てに 4 回成功するまで、同じ指の押し当てを繰り返します。 

指紋が正しく登録されると、 [Register a Fingerprint] ウィンドウが開き、さらに指紋を登録でき 
るようになります。指紋を追加で登録するには、手順 5 〜手順 7 の操作を繰り返します。 

8. 指紋の登録を終了する場合は、 [ Next ] をクリックします。 

1本の指の指紋のみを登録している場合は、指紋の追加登録を推奨するメッセージが表示されま 
す。さらに指紋を登録する場合は、 [ Yes ] (はい）をクリックし、手順1から8を登録する指紋 
ごとに繰り返します。 

または 

指紋を登録しない場合は、 [ No ] (いいえ）をクリックします。 [Registration Complete] (指紋の 
登録完了）ウィンドウが開きます。 

9. [ Finish ] (完了）をクリックします。 

m alar 別の三ーザーを登録するには、ユーザーごとに手順1から9を繰り返します。 

登録された指紋を使用した Windows へのログオン 

指紋を使用して Windows にログオンするには、以下の操作を行います。 

1. 指紋を登録したら Windows を再起動します。 

2. 登録した指のどれかを使用して Windows にログオンします。 
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11 トラブルシューテイング 


無線 LAN に接続できない場合 

ネットワーク接続の問題をトラブルシューティングする前に、すべての無線デバイスについて、デバ 
イスドライバーがインストールされていることを確認してください。 


歐 注記： 無線ネットワークデバイスは、一部のモデルにのみ搭載されています。無線ネットワーク 
機能がコンピューターの基本機能として搭載されていない場合は、無線ネットワークデバイスを購 
入してコンピューターに追加します。 


無線接続に関する問題の原因として、以下のようなものが考えられます。 

• ネットワーク設定 （ SSID またはセキュリティ）の変更 

• 無線デバイスの無効化、または無線デバイスのインストールの失敗 

• 無線デバイスまたはルータのハードウヱアの故障 

• 他のデバイスからの干渉 

無線 LAN への接続で問題が発生している場合は、内蔵無線 LAN デバイスがコンピューターに正しく 
取り付けられていることを確認してください。 


啟 注記： Windows には、コンピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制御機 
能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しくは、[ヘルプと 
サボート]を參照してください。 


1. [スタート] — [コントロールパネル] — [システムとセキュリティ]の順に選択します。 

2. [システム]領域の[デバイスマネージャー]をクリックします。 

3. プラス記号 （+ ) をクリックして、[ネットワークアダプター ] の一覧を展開します。 

4. [ネットワークアダプター]の一覧で無線 LAN デバイスを確認します。無線 LAN デバイスの場合 
は、「無線」、「無線 LAN 」、「 WLAN 」、「 Wi - FiJ 、 または「802.11」などと表示されます。 

無線 LAN デバイスが表示されない場合は、コンピューターに無線 LAN デバイスが内蔵されてい 
ないか、無線 LAN デバイス用のドライバーが正しくインストールされていません。 

無線 LAN のトラブルシューティングについて詳しくは、[ヘルプとサボート]に記載されている Web 
サイトへのリンクを参照してください。 
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優先ネットワークに接続できない場合 

Windows では、問題のある無線 LAN 接続が自動で修復されます。 

• 通知領域に[ネットワーク]アイコンがある場合は、そのアイコンを右クリックして、[問題のトラ 
ブルシューティング]をクリックします。 

Windows は、ネットワークデバイスをリセットし、優先ネットワークの1つに再接続を試みま 
す。 

• [ネットワーク]アイコンが通知領域に表示されていない場合は、以下の操作を行います。 

1. [スタ_卜]—> [コン ト ロー ルパネル]—*•[ネット ワー クとインタ_ネット]—>•[ネット ワ _クと 
共有センター]の順に選択します。 

2. [問題のトラブルシューティング]をクリックしてから、修復したいネットワークを選択しま 
す。 


ネットワークアイコンが表示されない場合 

[ネットワーク]アイコンが無線 LAN 設定後に通知領域に表示されない場合は、ソフトウェアドライ 
バーがなくなったか壊れています。また、[デバイスが見つかりません]という Windows エラーメッ 
セージが表示されることがあります。このような場合は、ドライバーを再インストールしてくださ 
し、。 

HP の Web サイト、 http : 〃 www.hp.com/iD/ から、コンピューターに適した最新の無線 LAN デバイス用 
ソフトウェアおよびドライバーを入手してください。無線デ/《イスが別途購入されたものである場合 
は、その無線デバイスの製造元の Web サイトで最新のソフトウェアを確認してください。 

最新の無線 LAN デバイス用ソフトウェアを確認するには、以下の操作を行います。 

1. Web ブラウザーを開いて、 http : 〃 www.hp.com/suDDort/ を表示します n 

2. 国または地域を選択します。 

3. [ドライバ ー &ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックします。 

4. コンピューターの製品名または製品番号を[製品名■番号で検索]フィールドに入力します。 

5. enter キーを押し、画面の説明に沿って操作します。 


啟 注記： 無線デバイスが別途購入されたものである場合は、その無線デバイスの製造元の Web サイ 
卜で最新のソフトウェアを確認してください。 


現在のネットワークセキュリティコードが使用できない場 

無線 LAN に接続するときにネットワークキーまたは名前 ( SSID ) の入力を求めるメッセージが表示 
された場合、そのネットワークはセキュリティ設定によって保護されています。セキュリティ設定で 
保護されているネットワークに接続するには、現在のコードを入力します。 SS 旧およびネットワー 


優先ネットワークに接続できない場合 93 






クキーは半角英数字のコードで、入力するとネットワークに対してコンピューターを認証します。 
コードを設定するには、以下の点に注意してください。 

• お使いの無線ルータに接続されているネットワークの場合は、そのルータの説明書を参照し、 
ルータと無線 LAN デバイスの両方に同じ SSID コードを設定します。 

• 会社のネットワークや、公開インターネットチャットなどのプライべ一トネットワークの場合 
は、ネットワーク管理者に問い合わせてそれらのコードを入手し、コードの入力を求める画面が 
表示されたときに入力します。 

ネットワークによっては、ルータやアクセスポイントで使用されている SSID を定期的に変更 
して、セキュリティの向上を図っている場合があります。この変更に応じて、対応するコードを 
コンピューターで変更します。 

以前に接続したことがあるネットワーク用に新しいネットワークキーや SSID が提供されている場 
合、そのネットワークに接続するには、以下の操作を行います。 

[スタート]—*■[コントロ ールパネル]—[ネットワークとインターネット]—*•[ネットワークと共有 
センター]の順に選択します。 

2. 左側の枠内の[ワイヤレスネットワークの管理]をクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数のネットワークが表示されます。 

3. 一覧からネットワークを選択し、そのネットワークを右クリックしてから、[プロパティ]をク 
リックします。 


W 注記： 使用するネットワークが一覧にない場合は、ネットワーク管理者に連絡して、ルータま 
たはアクセスポイントが稼動していることを確認してくださし、。 


4. [セキュリティ]タブをクリックして、[ネットワークセキュリティキー]フィールドに無線暗号 
化のデータを正しく入力します。 

5. [0 K ] をクリックしてこれまでの設定を保存します。 


無線 LAN 接続が非常に弱い場合 

接続が非常に弱い場合、またはコンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、以下の操作を行つ 
て他のデバイスからの干渉を最小化します。 

• コンピュ _ 夕 _ を無線ルータまたはアクセスポイントに近づける。 

• 電子レンジ、コードレス電話、または携帯電話などの無線デバイスの電源を一時的に切断する。 

デバイスのすべての接続値が強制的に再設定されるようにするには、以下の操作を行います。 

[スタート]—> •[コン トロ ールパネル]—*•[ネットワークとインターネット]—>•[ネットワークと共有 
センター]の順に選択します。 

2. 左側の枠内の[ワイヤレスネットワークの管理]をクリックします。 

利用可能な無線 LAN を示す一覧が表示されます。複数の無線 LAN が稼動している無線 LAN ス 
ポットにいる場合は、複数のネットワークが表示されます。 

3. ネットワークを選択し、[削除]をクリックします。 
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無線ルータに接続できない場合 

無線ルータに接続しようとして失敗した場合は、その無線ルータの電源を10〜15秒間オフにして、 
リセットしてください。 

コンピューターが無線 LAN に接続できない場合は、無線ルータを再起動してください。詳しくは、 
ルータの製造元の説明書を参照してください。 
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オプティカルディスクトレイが開かず、 CD 、 DVD 、 または 
BD を取り出せない場合 

1. ドライブの フロント パネルにある手動での取り出し用の穴にクリップ （1) の端を差し込みま 
す。 

2. クリップをゆっくり押し込み、ディスクトレイが開いたら、トレイを完全に引き出します （2)。 

3. 回転軸をそっと押さえながらディスクの端を持ち上げて、トレイからディスクを取り出します 
(3)。ディスクは縁を持ち、平らな表面に触れないようにしてください。 

歐 asT トレイが完全に開かない場吾は、ディスクを注意深く傾けて取 y 出してください; 

4. ディスクトレイを閉じ、取り出したディスクを保護ケースに入れます。 



コンピューターが CD 、 DVD 、 または BD ドライブを検出しな 
い場合 

Windows が取り付けられているデバイスを検出しない場合は、そのデバイスのドライバーソフトウェ 
アがなくなったか壊れている可能性があります。オプティカルドライブが検出されていないことが 
疑われる場合は、以下の操作を行って、そのオプティカルドライブが[デバイス マネージャー]ユー 
ティリティの一覧に表示されていることを確認します。 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート] — [コン ト ロール パネル] — [システムとセキュリティ]の順に選択します。 

3. [システム]領域の[デバイスマネージャー]をクリックします。 
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4. [デバイスマネージャ ー] ウィンドウで、 [ DVD / CD - ROM ドライブ]の横の矢印をクリックして一 
覧を展開し、取り付けられているドライブをすべて表示します。 

5. 表示されているオプティカルドライブを右クリックすると、以下のタスクを実行できます。 

• ドライバーソフトウェアの更新 

• 無効化 




アンインス I ル 


• ハードウエアの変更のスキヤン。 Windows はシステムをスキヤンして取リ付けられている 

ハードウエアを検出し、必要なドライバ_をインストールします。 

• [プロパティ]をクリックして、デバイスが正しく動作しているかどうかの確認。その後、状 
況に応じて以下の操作を行います。 

問題の解決方法に役立つ、デバイスについての詳細情報を [プロパティ] ウィンドウで確 
認します。 

デバイスのドライバーの更新、口ールバック、無効化、またはアンインストールを行 
うには、[ドライバー]タブをクリックします。 


CD 、 DVD 、 または BD が再生できない場合 

CD 、 DVD 、 または BD を再生するには、以下の点に注意してください。 

• ディスクを再生する前に作業中のデータを保存して、開いているすべてのプログラムを閉じま 
す。 

• ディスクを再生する前にインターネットをログオフします。 

• ディスクを正しく揷入していることを確認します。 

• ディスクが汚れていないことを確認し ます。 必要に応じて、ろ過水や蒸留水で湿らせた柔らかい 
布でディスクを清掃し ます。 ディスクの中心から外側に向けて拭いてく ださい。 

• ディスクに傷がついていないことを確認します。傷がある場合は、一般の電気店や CD ショップ 
などで入手可能なオプティカルディスクの修復キットで修復を試みることもできます。 

• ディスクを再生する前にスリープを無効にします。 
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ディスクの再生中にはハイパネーシヨンまたはスリープを開始しないでください。開始すると、 
続行するかどうかを確認する警告メ ッセー ジが表示されることがあります。このメ ッ セージが表 
示されたら、[いいえ]をクリックします。[いいえ]をクリックすると、以下のようになります。 

。 再生が再開されます。 


。 マルチメディアプログラムの再生ウィンドウが閉じます。ディスクの再生に戻るには、マ 
ルチメディアプログラムの[再生]ボタンをクリックします。場合によっては、プログラム 
を終了してからの再起動が必要になることもあります。 

• システムのリソースを増やします。 

。 接続されている場合は、プリンターやスキャナーの電源を切り、カメラやその他のポータブ 

ルデバイスを取り外します。これらのプラグアンドプレイデバイスを切断することで、 
システムリソースが解放され、再生パフォーマンスが向上されます。 

。 デスクトップの色のプロパティを変更します。 16 ビットを超える色の違いは人間の目では 

簡単に見分けられないため、以下の方法でシステムの色のプロパティを 16 ビットの色に下 
げても、動画の再生時の色の違いは気にならないでしょう。 

1. コンピューターデスクトップの空いている場所を右クリックし、[画面の解像度]を選択 
します。 


2. [詳細設定]—[モニター]タブの順に選択します。 

3 . 設定がまだされていない場合は、[中 （16 ビット)]を選択します。 

4 . [ OK ] をクリックします。 
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CD 、 DVD 、 または BD が自動再生されない場合 

1. [スタート]—[既定のプログラム] — [自動再生の設定の変更]の順にクリックします。 

2. [すべてのメディアとデバイスで自動再生を使う]チェックボックスにチェックが入っているこ 
とを確認します。 

3. [保存]をクリックします。 

これで、ディスクをオプティカルドライブに挿入したときに自動的に再生されます。 

DVD または BD の動画が停止したりコマ落ちしたりする場合 
や、再生が不安定な場合 

• ディスクを清掃します。 

• 以下の操作を行って、システムのリソースを節約します。 

。 インターネットからログオフします。 

。 以下の操作を行って、デスクトップの色のプロパティを変更します。 

1. コンピューターデスクトップの空いている場所を右クリックして、[画面の解像度]を選 
択します。 

2. [詳細設定] — [モニター]タブの順に選択します。 

3. 設定がまだされていない場合は、[中 （16 ビット}] をクリックします。 

4. [0 K ] をクリックします。 

。 プリンター、スキャナー、カメラ、携帯電話などの外付けデバイスを取り外します。 
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DVD または BD の動画が外付けディスプレイに表示されない 
場合 

1. コンピューターのディスプレイと外付けディスプレイの両方の電源が入っている場合は、 画面の 
切り替え キーを1回以上押して、表示画面をどちらかに切り替えます。 

2. 外付けディスプレイがメインになるように モニター の設定を行います。 

a . コンピューターデスクトップの空いている場所を右クリックし、[画面の解像度]を選択し 
ます。 

b . メインディスプレイとセカンダリディスプレイを指定します。 


歐 注記： 両方のディスプレイを使用する場合は、動画の画像はセカンダリディスプレイとして 
指定したディスプレイには表示されません。 


このガイドで説明されていないマルチメディアに関する質問について詳しくは、[スタート]—[ヘル 
プとサボート]の順に選択して表示される項目を参照してくださし、。 
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CD または DVD ディスクへの書き込み処理が行われない、ま 
たは完了する前に終了してしまう場合 

• 他のプログラムがすべて終了していることを確認します。 

• スリ _ プおよびハイバネ _ シヨンを無効にします。 

• お使いのドライブに適した種類のディスクを使用していることを確認します。ディスクの種類に 
ついて詳しくは、ディスクに付属の説明書を參照してください。 

• ディスクが正しく挿入されていることを確認します。 

• より低速の書き込み速度を選択し、再試行します。 

• ディスクをコピーする場合は、コピー元のディスクのコンテンツを新しいディスクに書き込む前 
に、その情報をハードドライブへコピーし、ハードドライブから書き込みます。 

• [デバイス マネージャー] の [ DVD / CD - ROM ドライブ]カテゴリにあるディスク書き込みデバイス 
のドライバーを再インストールします。 


DVD または BD を [Windows Media Player ] で再生したとき 
に音や画面が出ない場合 

[HP MediaSmart ] を使用して DVD または BD を再生してください 。 [HP MediaSmart ] はコンピュー 
夕一にインストールされています。また、 HP の Web サイト、 http :〃 www . hp . com / ii 3/ からも入手でき 
ます。 


CD または DVD ディスクへの書き込み処理が行われない、または完了する前に終了してしまう場101 





デバイスドライバーを再インストールする必要がある場合 

1. オプティカルドライブからディスクを取り出します。 

2. [スタート] — [コン ト ロール パネル] — [システムとセキュリティ]の順に選択します。 

3. [システム]領域の[デバイスマネージャー]をクリックします。 

4. [デバイスマネージャー]ウィンドウで、アンインストールおよび再インストールするドライバー 
の種類 （ DVD / CD - ROM やモデムなど）の横の矢印をクリックします。 

5. —覧からデバイスを右クリックし、[アンインストール]をクリックします。確認のメッセージが 
表示されたら、デバイスを削除することを確認します。ただし、コンピューターは再起動しない 
でください。削除するその他のすべてのドライバーでこの操作を繰り返します。 

6. [デバイスマネージャ ー] ウィンドウで、[操作]—[ハードウエア変更のスキャン]の順にクリック 
します。 Windows はシステムをスキャンして取り付けられているハードウエアを検出し、ドラ 
イバーを必要とするすべてのデバイスに対して初期設定のドライバーをインストールします。 


啟 注記： コンピューターを再起動する画面が表示された場合は、開いているファイルをすべて保 
存してから再起動を続行します。 


7. 必要に応じて[デバイスマネージャー]を再び開き、ドライバーが表示されていることをもう一度 
確認します。 

8. プログラムを再度実行します。 

デバイスドライバーをアンインストールまたは再インストールしても問題が解決されない場合は、 
以下の項目の手順に沿ってドライバーを更新する必要があります。 

最新の HP デバイスドライバーの入手 

1. Web ブラウザーを開き、 httD://www.hD.com/suDDort/ を表示して、国または地域を選択します。 

2. [ドライバ_&ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、コンピューターの製 
品名または製品番号を[製品名■番号で検索]フィールドに入力してから、 enter キーを押します。 

または 

特定の SoftPaq が必要な場合は、[製品名 ■ 番号で検索]フィールドに SoftPaq 番号を入力し、 
enter キーを押して直接検索することもできます。手順 6 に進んでください。 

3. 一覧に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4. Windows 7オペレーティングシステムをクリックします。 

5. ドライバーの一覧が表示されたら、更新されたドライバーをクリックして追加の情報を含むウィ 
ンドウを開きます。 

6. フアイルをダウンロ _ドしないで更新されたドライバ_をインストールするには、 [Install 
Now ] (今すぐインストール）をクリックします。 

または 

コンピューターにファイルを保存するには、 [Download only ] (ダウンロードのみ）をクリッ 
クします。メッセージが表示されたら、[保存]をクリックして、ハードドライブ上のファイルを 
保存する場所を選択します。 
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ファイルをダウンロードしたらファイルを保存したフォルダーに移動し、ファイルをダブルク 
リックしてインストールします。 

7. インストールが完了した後にメッセージが表示された場合は、コンピューターを再起動して、デ 
バイスの動作を確認します。 

最新の Windows デバイスドライバーの入手 

[Windows Update ] を使用すると、最新の Windows デバイスドライバーを入手できます。この機能で 
は、 Windows オペレーティングシステムおよび Microsoft 社のその他の製品の更新が自動的に確認さ 
れ、インストールされます。 

[Windows Update ] を使用するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート] — [すべてのプログラム] — [Windows Update ] の順にクリックします。 


注記 ： [Windows Update ] がまだ設定されていない場合は、更新チェックの前に設定を入力す 
るよう求めるメッセージが表示されます。 


2. [更新プログラムの確認]をクリックします。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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セットアップユーティリティ ( BIOS ) 


セットアップユーティリティの開始 

セットアップユーティリティは ROM ベースのユーティリティで、情報の表示とシステムのカスタマ 
イズを行います。 Windows オペレーティングシステムが動作しない場合にも使用できます。 


W 注記： 指紋認証システム（一部のモデルのみ）は、セットアップユーテイリテイへのアクセスに 
は使用できません。 


ユーティリティはコンピューターに関する情報をレポートし、起動、セキュリティ、および他のオプ 
シヨンを設定します。 

セットアップユーティリティを開始するには、以下の操作を行います。 

▲ コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。 
[Press the ESC key for Startup Menu ] と画面に表示されているときに、 flO キーを押します。 


または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。 
[Press the ESC key for Startup Menu ] と画面に表示されているときに、 esc キーを押します。 
[Startup Menu ] (スタートアップメニュ ー） が表示されたら、 flO キーを押します。 
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セットアップユーティリティの使用 

セットアップユーティリティの言語の変更 

セットアップユーティリティの言語を変更するには、以下の操作を行います。 

W 注記： セットアップューティ可ティが実行されていない場吾!よ、手順1から始めます7セットアッ 

プ士一亍ゴリ亍土が実行されて y る場含は、手順 2 から始めます。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。 
[Press the ESC key for Startup Menu ] と画面に表示されているときに、 flO キーを押します。 

または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。 
[Press the ESC key for Startup Menu ] と画面に表示されているときに、 esc キーを押します。 
[Startup Menu ] (スタートアップメニュー）が表示されたら、 flO キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して [System Configuration ] (システムコンフィギュレーション ）— 
[ Language ] (言語）の順に選択し、 enter キーを押します 0 

3. 矢印キーを使用して言語を選択し、 enter キーを押します。 

4. 選択した言語を確認するメッセージが表示されたら、 enter キーを押します。 

5. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] (終 
了） —[Exit Saving Changes ] (変更を保存して終了）の順に選択し、 enter キーを押します 0 

変更はすぐに有効になります。 

セットアップユーティリティでの移動および選択 

セットアップユーティリティは Windows ベースではないため、タッチパッドに対応していません。 
項目間の移動および項目の選択は、キー操作で行います。 

セットアップユーティリティの操作は、以下のように行います。 

• メニューまたはメニュー項目を選択するには、矢印キ_を使用します。 

• 一覧から項目を選択したり、有効/無効などのフィールドを切り替えたりするには、矢印キーを 
使用するか、 f 5 キーまたは f 6 キーを使用します。 

• 項目を選択するには、 enter キーを押します。 

• テキストボックスを閉じるか、またはメニュー表示に戻るには、 esc キーを押します。 

• その他の操作や選択項目の情報を表示するには、 fl キーを押します。 

システム情報の表示 

セットアップユーティリティを使用すると、システムの時刻と日付、およびコンピューターの識別 
情報を表示できます。 

セツトアップユーティリティでシステム情報を表示するには、以下の操作を行います。 
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歐 注記： セットアップユーティリティが実行されている場合は、手順1から始めます。セットアッ 
プュー亍イリティが実行されていない場合は、手順2から始めます。 


1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。 
[Press the ESC key for Startup Menu ] と画面に表示されているときに、 flO キーを押します。 

または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。 
[Press the ESC key for Startup Menu ] と画面に表示されているときに、 esc キーを押します。 
[Startup Menu ] (スタートアップメニュ ー） が表示されたら、 flO キーを押します。 

2. [ Main ] (メイン）メニューを選択します。 

3. 設定を変更しないでセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して、 
[ Exit ] (終了） — > [Exit Discarding Changes ] (変更を保存しないで終了）の順に選択し、 
enter キーを押します。 

セットアップユーティリティでの初期設定の復元 

セツトアップューティリティで初期設定を復元するには、以下の操作を行います。 


& 注記： セットアップユーティリティが実行されていない場合は、手順1から始めます。セットアッ 
プユーティリティが実行されている場合は、手順2から始めます。 


1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。 
[Press the ESC key for Startup Menu ] と画面に表示されているときに、 flO キーを押します。 

または 

コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。 
[Press the ESC key for Startup Menu ] と画面に表示されているときに、 esc キーを押します。 
[Startup Menu ] (スタートアップメニュ ー) が表示されたら、 flO キーを押します。 

2. 矢印キーを使用して [ Exit ] (終了） — [Load Setup Defaults ] (初期設定値を口ードする）の順 
に選択し、 enter キーを押します。 

3. [Setup Confirmation ] (セットアップの確認）画面が表示されたら、 enter キーを押します。 

4. 変更を保存してセットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] — 
[Exit Saving Changes ] (変更を保存して終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

セットアップユーティリティの初期設定値は、コンピューターを再起動したときに有効になります。 


腎 注記： 出荷時設定に戻しても、パスワード、セキュリティ、および言語の設定は変更されません。 
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セットアップユーティリティの終了 

変更を保存または保存しないでセットアップユーティリティを終了できます。 

• 現在のセッションからの変更内容を保存して、セットアップユーティリティを終了するには、 
以下の操作を行います。 

セットアップユーティリティのメニューが表示されていない場合は、 esc キーを押して、メ 
ニュー画面に戻ります。矢印キーを使用して、 [ Exit ] (終了）― ■ [Exit Saving Changes ] (変更 
を保存して終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

• 現在のセッションからの変更内容を保存しないで、セットアップユーティリティを終了するに 
は、以下の操作を行います。 

セットアップユー亍ィリティのメニューが表示されていない場合は、 esc キーを押して、メ 
ニュー画面に戻ります。矢印キーを使用して、 [ Exit][Exit Discarding Changes ] (変更を保 
存しないで終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

どちらかを選択すると、コンピューターが再起動され Windows が起動します。 


セットアップユーテイリテイのメニュー 

メニューの表に、セツトアップユーティリティのオプションの概要を示します。 


歐 注記： セットアップユーティリティの一部のメニュー項目は、このコンピューターゼは使用でき 

ない場合があります。 


[ Main ] (メイン）メニュー 


選択 

機能 

System information (ンス丁ム1肓幸艮） 

• システム時刻および日付を表示したり変更したりします 

• コンピューターの識別情報を表示します 

• プロセッサ、メモリサイズ、システム BIOS、 およびキーボード 
コントローラーのバージョン（一部のモデルのみ）の仕様情報を表 
示します 

[ Security ] (セキュリティ）メニュー 

選択 

機能 

Administrator password (管理者パスワード） 

管理者パスワードを入力、変更、または削除します 

Power-On Password (電源投入時パスワード） 

電源投入時パスワードを入力、変更、または削除します 

[System Configuration ] (シス丁ム 

コンフイギュレーシヨン）メニュー 

選択 

機能 

Language Support (対応言語） 

セットアップユーティリティの言語を変更します 
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選択 

機能 

Virtualization Technology (仮想化テク ノ ロジ） 
(一部のモデルのみ） 

仮想化テクノ ロジを有効/無効にします 

LAN Power Saving (LAN 省電力）（一部モデルの 
み） 

LAN 省電力を有効または無効にします。有効の場合、コンピューターの 
バッテリ動作時に省電力動作を行います 

Fan Always On (ファンを常にオン） 

ファンを常にオンにしておくかどうかを切り替えます。有効の場合、コ 
ンピューターのファンが常にオンになります 

Action Keys Mode (操作キーモード） 

操作キーを有効/無効にします 

Boot Options (ブートオプション） 

• POST (power-on self test) flO and f12 Delay (sec.) (POST CB 
源投入時自己診断テスト） f10 および f12 の遅延（秒)）：セットアッ 
プユーティリティの flO および f12 機能の遅延（キー入力を待つ 
時間）を、5秒間隔（0、5、10、15、 20) で設定します 

• CD-ROM Boot (CD-ROM ブート）： CD-ROM からのブートを有 
効/無効にします 

• Floppy Boot (フロッピーディスクドライブからのブート）：フ 
ロッピーディスクからのブートを有効/無効にします 

• Internal Network Adapter Boot (内蔵ネットワークアダプター 
ブート）：内蔵ネットワークアダプターからのブートを有効/無効 
にします 

• Boot Order (ブート順序）：以下のブート順序を設定します 

。 コンピューター本体のハードドライブ 

。 内蔵 CD/DVD ROM ドライブ 

。 USB メモリ上のドライブ/ USB ハードドライブ 

。 USB CD/DVD ROM ドライブ 

。 USB フロッピー 

。 ネットワ_クアダプタ_ 


[ Diagnostics ] (診断）メニュ 


選択 

機能 

Primary Hard Disk Self Test (プライマリハード 
ドライブの自己診断） 

ハードドライブの総合的な自己診断を実行します 

Secondary Hard Disk Self Test (セカンダリハー 
ドドライブの自己診断）（一部のモデルのみ） 

セカンダリハードドライブの総合的な自己診断を実行します 

Memory Test (メモリテスト） 

システムメモリの診断テストを実行します 
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B ソフトウェアの更新 


コンピューターに付属のソフトウェアの更新版は、 HP の Web サイトから入手できます。 


HP の Web サイトには、多くのソフトウェアおよび BIOS アップデートが SoftPaq という圧縮ファイ 
ル形式で提供されています。 

—部のダウンロードパッケージには、 Readme.txt という名前のファイルが含まれています。 
Readme.txt ファイルには、ソフトウエアのインストールおよび問題解決のための情報が記載されてい 
ます。 


ソフトウェアを更新するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターのモデル、製品のカテゴリ、およびシリーズまたはファミリを確認します。コン 
ピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンを確認して、システム BIOS アツ 
プデートを準備します。 

コンピューターがネットワークに接続されている場合は、ソフトウェアアップデート（特にシ 
ステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実行してく 
ださい。 


歐 注記： コンピューターシステムの BIOS は、システム ROM に格納されます。 BIOS は、オペ 
レーティングシステムを初期化し、コンピューターとハードウ I アデバイスとの通信方法を決 
定し、ハードウエアデバイス間で日付と時刻などのデータを転送します。 


注記： Windows には、 コン ピューターのセキュリティを高めるためのユーザーアカウント制 
御機能が含まれています。ソフトウ I アのインストール、ユー亍イリテイの実行、 Windows の 
設定変更などを行うときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳し 
くは、 [ヘルプと サボート]を参照してください。 


2. HP の Web サイト ( http :// www . hp . com / ip /) の[ドライバ_ &ソフトウェアダウンロード]か 
ら、製品情報にアクセスします。 

3. アップデートをインストールします。 
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BIOS の更新 

BIOS を更新するには、まず現在使用している BIOS のバージョンを確認してから、新しい BIOS をダ 
ウンロー ドしてインストールします。 

BIOS のバージョンの確認 

利用可能な BIOS アップデートの中に、現在コンピューターにインストールされている BIOS よりも 
新しいバージョンの BIOS があるかどうかを調べるには、現在インストールされているシステム BIOS 
のバージョンを確認する必要があります。 

BIOS バージョン情報 （ ROM の日付およびシステム BIOS とも呼ばれます）を表示するには 、 fn + 
esc キーを押す （Windows を起動している場合）か、セットアップユーティリティを起動します。 

セットアップユーティリティを使用して BIOS の情報を表示するには、以下の操作を行います。 

1. コンピューターの電源をオンにするか再起動してセットアップユーティリティを開きます。 
[Press the ESC key for Startup Menu ] と表示されているときに、 flO キーを押します。 

2. セットアップユーティリティの起動時にシステム情報が表示されない場合は、矢印キーを使用 
して [ Main ] (メイン）メニューを選択します。 

[ Main ] メニューを選択すると、 BIOS およびその他のシステムの情報が表示されます。 

3. セットアップユーティリティを終了するには、矢印キーを使用して [ Exit ] (終了） —[Exit 
Discarding Changes ] (変更を保存しないで終了）の順に選択し、 enter キーを押します。 

BIOS アップデートのダウンロード 


A 注意 コンピュ_夕一の損傷やインスト_ルの失敗を防ぐため、 BIOS アップデートのダウンロー 

ドおよびインストールを実行するときは必ず、 AC アダプターを使用した信頼性の高い外部電源にコ 
ンピューターを接続してください。コンピューターがバッテリ電源で動作しているとき、別売のドッ 
キングデバイスに接続されているとき、または別売の電源に接続されているときは、 BIOS アップ 
デートをダウンロ ードまたはインスト _ ルしないで〈ださい。ダウンロ ードおよびインスト _ ル時 
は、以下の点に注意してください。 

電源コンセントからコンピューターの電源コードを抜いて外部からの電源供給を遮断することはおや 
めください。 

コンピューターをシャットダウンしたり、スリープやハイパネーシヨンを開始したりしないでくださ 
い。 

コンピュータ _ 、ケーブル、またはコ _ ドの挿入、取り外し、接続、または切断を行わないでくださ 
い。 
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BIOS アップデートをダウン D_ ドするには、以下の操作を行います。 

1. [スタート] — [ヘルプとサボート] — [管理]—[ソフトウェアの更新] の順に選択して、 コン ピ ュー 
夕一 用の ソフ ト ウェアを提供している HP の Web サイ トのページを表示します。 

2. 画面の説明に沿ってコンピューターを指定し、ダウンロードする BIOS アップデートを表示しま 
す。 

3. ダウンロードのページが表示されたら、以下の操作を行います。 

a . コン ピューターに現在インストールされている BIOS のバージョンよりも新しい BIOS を確 
認します。日付や名前、またはその他の、ファイルを識別するための情報をメモしておきま 
す。後で、ハードドライブにダウンロードしたアップデートを探すときにこの情報が必要に 
なる場合があります。 

b . 画面の説明に沿って操作し、選択したバージョンをハードドライブにダウンロードします。 

BIOS アップデートをダウンロ _ドする場所へのパスのメモを取っておきます。アップデー 
卜をインストールするときに、このパスにアクセスします。 


歐 注記： コンピューターをネットワークに接続している場合は、ソフトウェアアップデート 
(特にシステム BIOS アップデート）のインストールは、ネットワーク管理者に確認してから実 
行してください。 


ダウンロードした BIOS によってインストール手順が異なります。ダウンロードが完了した後、画面 
に表示される説明に沿って操作します。説明が表示されない場合は、以下の操作を行います。 

1. [スタート] — [コンピューター]の順に選択して、 Windows の[エクスプローラー]を起動します。 

2. ハードドライブをダブルクリックします。通常は、[口ーカルディスク （C:)] を指定します。 

3. BIOS ソフトウェアをダウンロードしたときのメモを參照するなどして、ハードドライブ上のアッ 
プデートファイルが保存されているフォルダ _ を開きます。 

4. 拡張子が. exe であるファイル (filename.exe など）をダブルクリックします。 

BIOS のインストールが開始されます。 

5. 画面の説明に沿って操作し、インストールを完了します。 

BIOS が正しく更新されたら、コンピューターは自動的にシャットダウンします。 


& 注記： インストールが成功したことを示すメッセージが画面に表示されたら、ダウンロードした 
ファイルをハードドライブから削除します。 
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プログラムおよびドライ/《一の更新 

最新の BIOS 以外のソフトウェアをダウンロードしてインストールするには、以下の操作を行います。 

1. ブラウザーのウィンドウを開き、 http :〃 www . hp . com / suDDort / を表示して、国または地域を選択し 
ます。 

2. [ドライバ ー &ソフトウェアをダウンロードする]オプションをクリックし、コンピューターの製 
品名または製品番号を[製品名■番号で検索]フィールドに入力してから、 enter キーを押します。 

または 

特定の SoftPaq が必要な場合は、[製品名 ■ 番号で検索]フィールドに SoftPaq 番号を入力し、 
enter キーを押してから、画面の説明に沿って操作します。手順6に進んでください。 

3 . 一覧に表示されたモデルから特定の製品をクリックします。 

4 . オペレーティングシステムを選択します。 

5 . ドライバーの一覧が表示されたら、更新されたドライバーをクリックして、追加の情報を含む 
ウィンドウを開きます。 

6. 更新されたドライバーをインストールするには、[ダウンロードを開始する]をクリックします。 


啟 注記： 地域によっては、ドライバーをダウンロードして、後でインストールすることもできま 
す。その場合は、 [Download only ] (ダウンロードのみ）をクリックして、コンピューターに 
ファイルを保存します。メッセージが表示されたら、[保存]をクリックして、ハードドライブ上 
のファイルを保存する場所を選択します。ファイルをダウンロードしたらファイルを保存した 
フォルダーに移動し、ファイルをダブルクリックしてインストールします。 


7 . インストールが完了した後にメッセージが表示された場合は、コンピューターを再起動して、デ 
バイスの動作を確認します。 
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C バックアップおよび復元 


障害が発生した後にシステムの復元を実行すると、最後にバックアップを行ったときの状態が復元さ 
れます。システムを導入後、最初のソフトウェアのセットアップが終了したら、すぐにリカバリディ 
スクを作成することをおすすめします。その後も、新しいソフトウェアやデータファイルの追加に 
応じて定期的にシステムをバックアップし、適切な新しいバックアップを作成しておくようにしま 
す。 

オペ レー ティングシステムに組み込まれている ツール および [HP Recovery Manager ] (HP リ カバ 
リマネージャ）ソフトウェアは、システムに障害が発生した場合に以下のタスクによって情報を保 
護および復元できるように設計されています。 

リカバリディスクを作成します （[HP Recovery Manager ] ソフトウェアの機能）。システムに障 
害が発生した場合または動作が不安定になった場合に、リカバリディスクを使用してコンピュー 
ターを起動（ブート）し、オペレーティングシステムとソフトウェアを修復できます。 

• 重要なシステムファイルを保護するために定期的に情報をバックアップします。 

• システムの復元ポイントを作成します（オペレーティングシステムの機能）。システムの復元ポ 
イントを使用すると、以前の状態までコンピューターを復元することで、コンピューターへの望 
ましくない変更を元に戻すことができます。 

• プログラムまたはドライバーを復元します （[HP Recovery Manager ] ソフトウェアの機能）。こ 
の機能は、システム全体の復元を実行しないでプログラムまたはドライバーを再インストールす 
るために役立ちます。 

• システム全体を復元します （[HP Recovery Manager ] ソフトウェアの機能 ）。 [HP Recovery 
Manager ] を使用すると、システムに障害が発生した場合や動作が不安定になった場合に、工場出 
荷時のイメージ全体が復元されます 。 [HP Recovery Manager ] は、ハードドライブ上の専用の復 
元用パーテイシヨン（一部のモデルのみ）またはユーザーが作成したリカバリディスクから実 
行できます。 


W 注記： コンピューターに SSD (Solid State Drive ) が搭載されている場合、復元用パーティ 
ションがない可能性があります。復元用パーティションがないコンピューターには、リカバリ 
ディスクが付属しています。オペレーティングシステムおよびソフトウェアを復元するには、 
これらのディスクを使用します。復元用パーティションの有無を確認するには、[スタート]— 
[コンピューター]の順に選択します。復元用パー亍ィションがある場合、ウィンドウの[ハード 
ディスクドライブ]セクションに HP リカバリドライブが表示されます。 
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リカバリディスクの作成 

システムに重大な障害が発生した場合や動作が不安定になった場合にシステムを工場出荷時の状態に 
復元できるように、リカバリディスクを作成しておくことをおすすめします。リカバリディスク 
は、コンピューターを最初にセットアップした後、なるべく早く作成してください。 

リカバリディスクは慎重に取り扱い、安全な場所に保管してください。ソフトウェアを使用して作 
成できるリカバリディスクは1セットのみです。 


歐 注記： コンピューターにオプティカルドライブが搭載されていない場合は、外付けオプティカル 
ドライブ（別売）を使用してリカバリディスクを作成するか、または HP の Web サイトからリカバ 
リディスクを購入します。 


リカバリディスクを作成するには、事前に以下のことを行ってください。 

• 高品質な DVD - R 、 DVD + R 、 BD-R (書き込み可能なブルーレイディスク）、または CD - R ディ 
スクを用意する必要があります。これらのディスクは、すべて別売です。 DVD および日口には、 
CD よりはるかに大きな容量を書き込むことができます。 CD を使用すると最大20枚のディスク 
が必要になる場合でも、 DVD または BD では数枚のみで済みます。 


歐 注記 ： [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリ マネー ジャ）ソフトウェアは、 CD - RW、DVD 
土 RW 、 2層記録 DVD 土 RW 、 および BD-RE (再書き込みが可能なブルーレイ）ディスクなどのよ 
うな書き換え可能なディスクには対応していません。 


• このプロセスでは、コンピューターを外部電源に接続する必要があります。 

リカバリディスクは、1台のコンピューターに対して1セットのみ作成できます。 

• オプティカルドライブにディスクを挿入する前に、各ディスクに番号を付けておいてくださし、。 

• 必要に応じて、リカバリディスクの作成が完了する前に、プログラムを終了します。次回 [HP 
Recovery Manager ] を起動すると、ディスク作成プロセスを続行するか尋ねられます。 

リカバリディスクを作成するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート] ―>[す ベての プログラム] — > [Recovery Manager] (リカバリマネ ー ジャ） 一 > 
[Recovery Disc Creation] (リカバリディスク作成）の順に選択します 0 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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情報のバックアップ 

新しいソフトウエアやデータファイルの追加に応じて定期的にシステムをバックアップし、適切な 
新しいバックアップを作成します。 

以下のようなときに、システムをバックアップします。 

• 定期的にスケジュールされた時刻 

m meT 情報を定期的にノ&クアップするようにリマインダーを設定します。 

• コンピューターを修復または復元する前 


• ハードウエアまたはソフトウエアを追加/変更する前 
バックアップを行う場合は、以下の点を参考にしてください。 

• Windows の[システムの復元]機能を使用してシステムの復元ポイントを作成し、定期的にディス 
クにコピーします。 

• 個人用ファイルを[ドキュメント]ライブラリに保存し、このフォルダーを定期的にバックアップ 
します。 

• 関連付けられたプログラムに保存されているテンプレートをバックアップします。 

• カスタマイズされているウィンドウ、ツ_ルバー、またはメニュ_バーの設定のスクリ_ン 
ショット（画面のコピー）を撮って保存します。設定をリセットする必要がある場合、画面のコ 
ピーを保存しておくと時間を節約できます。 

画面をコピーしてワープロ文書などに貼り付けるには、以下の操作を行います。 

1. 画面を表示します。 

2. 表示されている画面を、クリップボードに画像としてコピーします。 

アクティブなウィンドウのみをコピーするには 、 alt + fn + prt sc キーを押します。 

画面全体をコピーするには 、 fn + prt sc キーを押します。 

3. ワープロソフトなどの文書を開くか新しく作成して[編集] — [貼り付け]の順に選択します。 

4 . 文書を保存します。 

• 情報は、別売の外付けハードドライブ、ネットワークドライブ、またはディスクにバックアッ 
プできます。 

• ディスクにバックアップする場合は、以下の種類の別売のディスクを使用できます。 CD - R 、 
CD - RW 、 DVD + R 、 DVD - R 、 および DVD ± RW 。 使用するディスクは、コンピューターに取り付 
けられているオプティカルドライブの種類によって異なります。 


m 注記了 DVD を使用すると、 CD より保存できる情報量が増えるため、バ孓クアップに必要なリ 

カノ i リディスクの数が少なくな2ます。 

• ディスクにバックアップする場合は、各ディスクに番号を付けてからコンピューターのオプティ 
カルドライブに挿入します。 

Windows の[バックアップと 復元] の 使用 

Windows の[バックアップと復元]を使用してバックアップを作成するには、以下の操作を行います。 
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歐 注記： コンピューターが外部電源に接続されていることを確認してから、バックアップ処理を開始 
してください。 

注記： ファイルのサイズやデバイスの処理速度によっては、バックアップ処理に1時間以上かかる 
こと力< あります^ 

1. [スタート]—[すべてのプログラム]4[メンテナンス]4[バックアップと復元]の順に選択しま 
す。 

2. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

^ 注記： Wlr^owsl^ は、コンピューターのセキュ U ティを高めるための彐ーザーアカウント制御機 

能が含まれています。ソフトウェアのインストール、ユーティリティの実行、 Windows の設定変更な 
どを行うときに、アクセス権やパスワードの入力を求められる場合があります。詳しくは、[ヘルプと 
サボート]を參照して^£さ 

システムの復元ポイントの使用 

システムをバックアップする場合は、システムの復元ポイントを作成します。システムの復元ポイン 
卜によって、特定の時点でのハードドライブのスナップシヨットに名前を付けて保存できます。復元 
ポイント作成後にシステムに加えた変更を破棄したい場合に、そのポイントまで戻ってシステムを回 
復できます。 


歐 注記： 以前の復元ポイントに復元しても、最後の復元ポイント後に作成されたデータファイルや 
電モメールには影響がありませ 

また、追加の復元ポイントを作成して、システムファイルおよび設定の保護を強化できます。 

復元ポイントを作成するとき 

復元ポイントの作成は、以下の場合に行います。 

• ソフトウ; L アまたはハードウエアを追加または大幅に変更する前 

• システムが最適な状態で動作しているとき（定期的に行います） 

^ aiB 7 復元ポイントまで戻した後に考えが変わった場吾は、その復元を取し Jlf す:^とがそ'きます。 

システムの復元ポイントの作成 

システムの復元ポイントを作成するには、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コントロールパネル] — [システムとセキュリティ] — [システム]の順に選択しま 
す。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [保護設定]の下で、復元ポイントを作成するディスクを選択します。 

5. [作成]をクリックします。 

6. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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以前のある日時の状態への復元 

コンピューターが最適な状態で動作していた（以前のある日時に作成した）復元ポイントまで戻すに 
は、以下の操作を行います。 

1. [スタート]—[コントロールパネル]4[システムとセキュリティ]4[システム]の順に選択しま 
す。 

2. 左側の枠内で、[システムの保護]をクリックします。 

3. [システムの保護]タブをクリックします。 

4. [システムの復元]をクリックします。 

5. 画面に表示される説明に沿って操作します。 


復元の実行 


啟 注記： ファイルの復元は、以前バックアップを行ったファイルに対してのみ行われます。コンピュー 
夕一をセットアップしたらすぐに 、 [HP Recovery Manager ] ( HP リカバリマネージャ）を使用して 
丄 J 力/5リディスクのセ2卜 ( ドライブ全体のバックアップ）を作成することをおすすめします。 

システムに障害が発生した場合やシステムが不安定になった場合 、 [HP Recovery Manager ] ソフト 
ウェアを使用してシステムを修復または復元します 。 [HP Recovery Manager ] は、リカバリディス 
クまたはハードドライブ上の専用の復元用パーティシヨン（一部のモデルのみ）から実行できます。 
ただし、コンピューターに SSD (Solid State Drive ) が搭載されている場合、復元用パーティシヨン 
がない可能性があります。その場合、コンピューターにはリカバリディスクが付属しています。才 
ペレーティングシステムおよびソフトウェアを復元するには、これらのディスクを使用します。 


歐 注記： Windows は、[システムの復元]機能など、独自の修復機能を備えています。これらの機能を 
まだ試していない場合は、試してから [HP Recovery Manager ] を使用してください。 

注記 ： [HP Recovery Manager ] では、出荷時にプリインストールされていたソフトウェアのみが復 
元されます。このコンピューターに付属していないソフトウェアは、製造元の Web サイトからダウ 
ンロードしたファイルまたは製造元から提供されたディスクから再インストールする必要がありま 
す0 


リカバリディスクからの復元 

リカバリディスクからシステムを復元するには、以下の操作を行います。 

1. すべての個人用ファイルをバックアップします。 

2. 1枚目のリカバリディスクをオプティカルドライブに挿入してから、コンピューターを再起動 
します。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 

専用の復元用パーテイシヨンからの復元（一部のモデルのみ） 
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歐 注記： コンピューターに SSD (Solid State Drive ) が搭載されている場合、復元用パーティシヨン 
がない可能性があります。復元用パーティシヨンがないコンピューターには、リカバリディスクが 
付属しています。オペレーテイングシステムおよびソフトウェアを復元するには、これらのディス 
クを使用します。復元用パー亍ィシヨンの有無を確認するには、[スタ _ 卜]—*■[コン ピュータ ー ] の順 
に選択します。復元用パーティシヨンがある場合、ウィンドウの[ハードディスクドライブ]セクシヨ 
ンに HP リカバリドライブが表示されます。 


一部のモデルでは、ハードドライブ上のパー亍イシヨンから復元を実行できます。この操作によつ 
て、コンピューターが工場出荷時の状態に戻ります。 

パーテイシヨンからシステムを復元するには、以下の操作を行います。 

1. 以下のどちらかの方法で [HP Recovery Manager ] (HP リカバリマネージャ）にアクセスしま 
す。 

• [スタート]—*•[すべてのプログラム ]—* '[Recovery Manager ] (リカバリマネージャ） 一> 
[Recovery Manager ] の順に選択します。 

または 

• コンピューターを起動または再起動し、 [Press the ESC key for Startup Menu ] と画面に表 

示されているときに esc キーを押します。次に、 [Press < f 11> for recovery ] と画面に表示 
されているときに、 fll キーを押します。 

2. [Recovery Manager ] ウインドウの [System Recovery ] (システムの復元）をクリックします。 

3. 画面に表示される説明に沿って操作します。 
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